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取扱説明書 


この機器を正しくお使いいただくために、ご使用前に「安全上のご 
注意」 （P.2) と「使用上のご注意」 （P.5) をよくお読みください。ま 
た、この機器の優れた機能を十分ご理解いただくためにも、取扱説 
明書をよくお読みください。取扱説明書は必要なときにすぐに見る 
ことができるよう、手元に置いてください。 


•取扱説明書の英語版（有料）をご希望の方は、販売店にお問い合わせく 
ださい。 

If you should require an English uwner's Manual (at a modest ree), Dlease 
contact an authorized Roland distributor. 


© 2004 ローランド株式会社 

本書の一部、もしくは全部を無断で複写•転載することを禁じます。 




火災 • 感電 • 傷害を防止するには 


A 警告と A 注意の意味について 


A 警告 

取扱いを誤った場合に、使用者が 
死亡または重傷を負ろ可能性が想 
定される内容を表わしています。 

A 注意 

取扱いを誤った場合に、使用者が 
傷害を負ろ危険が想定される場合 
および物的損害のみの発生が想定 
される内容を表わしています。 

※物的損害とは、家屋_家財およ 
ぴ家畜-ぺツトにかかわる拡大 
損害を表わしています。 


図記号の例 


A 

△は、注意（危険、警告を含む）を表わしていま 
す0 

具体的な注意内容は、△の中に描かれています。 

左図の場合は、「一般的な注意、警告、危険」を 
表わしています。 

® 

( S ) は、禁止（してはいけないこと）を表わしてい 
ます。 

具体的な禁止内容は、 G ) の中に描かれています。 

左図の場合は、「分解禁止」を表わしています。 

€ 

籲は、強制（必ずすること）を表わしています。 
具体的な強制内容は、癱の中に描かれています。 
左図の場合は、「電源プラグをコンセントから抜 
くこと」を表わしています。 


以下の指示を必ず守つてください 


A 警告 A 警告 


•この機器を使用する前に、以下の指示 A •この機器を、ぐらつく台の上や傾いた場^^ 

と取扱説明書をよく読んでください。/|\ 所に設置しないでください。必ず安定し■勝 

た水平な場所に設置してください。 


• この機器および AC アダプターを分解し 
たり、改造したりしないでください。 



• AC アダプターは、必ず付属のものを、 
AC 100 V の電源で使用してください。 



• 修理/部品の交換などで、取扱説明書に 

書かれていないことは、絶対にしないで iX ) 
ください。必ずお買い上げ店または□— 

ランド • サービスに 相談してください。 


•電源コードは、必ず付属のものを使用し 

てください。また、付属の電源コ-ドを■勝 
他の製品に使用しないでください。 


m 次のよラな場所での使用や保存はしな 
いでください。 

〇温度が極端に高い場所（直射日光の 
当たる場所、暖房機器の近く、発熱 
する機器の上など） 

〇水気の近く（風呂場、洗面台、濡れ 
た床など）や湿度の高い場所 
〇雨に濡れる場所 
〇ホコリの多い場所 
〇振動の多い場所 



•電源コードを無理に曲げたり、電源コー 
ドの上に重いものを載せたりしないで 
ください。電源コードに傷がつき、 V-X 
ショートや断線の結果、火災や感電の恐れがあり 
ます。 


















' この機器を単独で、あるいはヘッドホ 
ン、アンプ、スピーカーと組み合わせて (X ) 
使用した場合、設定によっては永久的な 
難聴になる程度の音量になります。大音量で、長 
時間使用しないでください。万一、聴力低下や耳 
鳴りを感じたら、直ちに使用をやめて専門の医師 
に相談してください。 


>この機器に、異物（燃えやすいもの、硬 
貨、針金など）や液体（水、ジュースな 
ど）を絶対に入れないでください。 





|次のよラな場合は、直ちに電源を切っ 
て AC アダプターをコンセントから外 
し、お買い上げ店または□—ランド • 
サービスに 修理を依頼してください。 


A 


〇 AC アダプター本体、電源コード、またはブラ 
グが破損したとき 
〇煙が出たり、異臭がしたとき 
〇異物が内部に入ったり、液体がこ t まれたりし 
/■-と去 

〇機器が（雨などで）濡れたとき 
〇機器に異常や故障が生じたとき 


，電池は、充電、加熱、分解したり、また 
は火や水の中に入れたりしないでくだ 
さい。 





A 注意 


，この機器と AC アダプターは、風通し 
のよい、正常な通気が保たれている場 
所に設置して、使用してください。 


A 


故 AC アダプターを機器本体やコンセント 
に抜き差しするときは、必ずプラグを 
持ってください。 


〇 


，定期的に AC アダプターを抜き、乾いた 

布でプラグ部分のゴミやほこりを拭き■勝 

取ってください。また、長綱麵しな 
いときは、 AC アダプターをコンセントから外し 
てください。 AC アダプターとコンセントの間に 
ゴミやほこりがたまると、絶縁不良を起こして火 
災の原因になります。 


»お子様のいるご家庭で使用する場合、 
お子様の取り扱いやいたずらに注意し 
てください。必ず大人のかたが、監視 
〆 指導してあげてください。 

' この機器を落としたり、この機器に強い 
衝撃を与えないでください。 


A 

0 


• 電源は、タコ足配線などの無理な配線を 

しないでください。特に、電源タップを (X ) 
使用している場合、電源タップの容量 
(ワット/アンペア）を超えると発熱し、コード 
の被覆が溶けることがあります。 


け妾続したコードやケープル類は、繁雑 
にならないように配慮してください。 
特に、コードやケープル類は、お子様4 
の手が届かないように配慮してください 


A 


) この機器の上に乗ったり、機器の上に重 
いものを置かないでください。 


0 


•濡れた手で AC アダプターのプラグを 
持って、機器本体やコンセントに抜き差 
ししないでください。 


⑳ 


•外国で使用する場合は、お買い上げ店 
または□—ランド • サービスに 相談し 
てください。 


A 


•この機器を移動するときは、 AC アダプ 
ターをコンセントから外し、外部機器と 
の接続を外してください。 


〇 





















A 注意 


» お手入れをするときには、電源を切って 
AC アダプターをコンセントから外して 
ください （ P .17)。 


〇 


• 落雷の恐れがあるときは、早めに AC ア 
ダブターをコンセントから外してくだ 
さい。 


〇 


I 電池の使いかたを間違えると、破裂し 
たり、液漏れしたりします。次のこと 
に注意してください ( P .18 )o 

〇電池の+と-を間違えないように、 
指示どおり入れてください。 

〇新しい電池と一度使用した電池や、 
違ラ種類の電池を混ぜて使用しない 
でください。 


A 

❶ 


〇長時間使用しないときは、電池を取り出して 
おいてください。 

〇液漏れを起こした場合は、柔らかい布で電池 
ケースについた液をよくふきとってから新し 
い電池を入れてください。また、漏れた液が 
身体についた場合は、皮膚に炎症を起こす恐 
れがあります。また眼に入ると危険ですので 
すぐに水でよく洗い流してください。 

〇電池を、金属性のボールペン、ネックレス、へ 
アピンなどと一緒に携帯したり、保管したり 
しないでください。 


- 使用済みの電池は、各市町村のゴミ分別 
収集のしかたに従って、捨ててくださ 
い。 


〇 









電源について 

争本機を冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、エアコ 
ンなどのインバーター制御の製品やモーター 
を使った電気製品が接続されているコンセン 
卜と同じコンセントに接続しないでくださ 
し、電気製品の使用状況によっては、電源ノ 
イズにより本機が誤動作したり、雑音が発生 
する恐れがあります。電源コンセントを分け 
ることが難しい場合は、電源ノイズ • フィル 
ターを取り付けてください。 

• AC アダプターを長時間使用すると AC アグ 
プター本体が多少発熱しますが、故障ではあ 
りません。 

争この機器は消費電流が大きいため、携帯する 
とき以外は AC アダプターの使用をお薦めし 
ます。電池で使用する場合はアルカリ電池を 
使用してください。 

争電池の セツト や交換は、誤動作や スピーカー 
などの破損を防ぐため、他の機器と接続する 
前にこの機器の電源を切った状態で行なっ て 
ください。 

争接続するときは、誤動作やスピーカーなどの 
破損を防ぐため、必ずすベての機器の電源を 
切ってください。 


設置について 

• この機器の近くにパワ_ • アンプなどの大型 
トランスを持つ機器があると、ハム（うな 
り）を誘導することがあります。この場合 
は、この機器との間隔や方向を変えてくださ 
い0 


争直射日光の当たる場所や、発熱する機器の近 
く、閉め切った車内などに放置しないでくだ 
さい。変形、変色することがあります。 

籲極端に温湿度の違ろ場所に移動すると、内部 
に水滴がつく（結露）ことがあります。その 
まま使用すると故障の原因になりますので、 
数時間放置し、結露がなくなってから使用し 
てください。 


お手入れについて 

籲通常のお手入れは、柔らかい布で乾拭きする 
か、堅く絞った布で汚れを拭き取ってくださ 
し、汚れが激しいときは、中性洗剤を含んだ 
布で汚れを拭き取ってから、柔らかい布で乾 
拭きしてください。 

籲変色や変形の原因となるベンジン、シンナー 
およびアルコール類は、使用しないでくださ 
い0 


修理について 

癱お客様がこの機器や AC アダプターを 分解、 
改造された場合、以後の性能について保証で 
きなくなります。また、修理をお断りする場 
合もあります。 

籲修理に出される場合、記憶した内容が失われ 
ることがあります。大切な記憶内容は、メモ 
しておいてください。修理するときには記憶 
内容の保存に細心の注意を払っております 
が、メモリー部の故障などで記憶内容が復元 
できない場合もあります。失われた記録内容 
の修復に関しましては、補償も含めご容赦願 
います。 

籲当社では、この製品の補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打切後6年間保有しています。この部品保 
有期間を修理可能の期間とさせていただきま 
す。なお、保有期間が経過した後も、故障筒 
所によっては修理可能の場合がありますの 
で、お買い上げ店、または最寄りの□—ラン 
ド-サービスにご相談ください。 


使用上のご注意 

2〜4ページに記載されている「安全上のご注意」以外に、次のことに注意してください。 
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使用上のご注意 


その他の注意について 

•コンパクトフラッシュに記憶した内容は、機 
器の故障や誤った操作などにより、失われる 
ことがあります。失っても困らないように、 
大切な記憶内容はパックアップとしてコン 
ピューターのハードディスクなどに保存して 
おいてください。 

• コンパクトフラッシュの失われた記憶内容の 
修復に関しましては、補償を含めご容赦願い 
ます。 

•故障の原因になりますので、ボタン、つま 
み、入出力端子などに過度の力を加えないで 
ください。 

•ディスプレイを強く押したり、叩いたりしな 
いでください。 

•ディスプレイから多少音がすることがありま 
すが、故障ではありません。 

•ケープルの抜き差しは、ショートや断線を防 
ぐため、プラグを持ってください。 

•音楽をお楽しみになる場合、隣近所に迷惑が 
かからないように、特に夜間は、音量に十分 
注意してください。ヘッドホンを使用すれ 
ば、気がねなくお楽しみいただけます。 

•輸送や引っ越しをするときは、この機器が 
入っていたダンボール箱と緩衝材、または同 
等品で栖包してくださし、。 

• この機器が入っていた梱包箱や緩衝材を廃棄 
する場合、各市町村のゴミの分別基準に従っ 
て行ってください。 

• 接続ケープルには抵抗が入ったものがありま 
す。本機との接続には、抵抗入りのケープル 
を使用しないでください。音が極端に小さく 
なったり、全く聞こえなくなる場合がありま 
す。ケープルの仕様につきましては、ケープ 
ルのメーカーにお問い合わせください。 


カードをお使いになる前に 
メモリー • カードの取り扱い 

• メモリー•カードは、確実に奥まで差し込ん 
でください。 


■[ 



•コンパクトフラッシュの端子の部分に触れた 
り、汚したりしないでください。 

•本機のメモリー • 力ード•ス□ットはコンパ 
クトフラッシュに対応しています。マイクロ 
ドライプには対応していません。 

•コンパクトフラッシュは精密な電子部品で作 
られていますので、取り扱いについては次の 
点に注意してください。 

〇静電気による破損を防ぐため、取り扱ろ前 
に身体に帯電している静電気を放電してお 
く。 

〇端子部に手や金属で触れない。 

〇曲げたり、落としたり、強い衝撃を与えた 
りしない。 

〇直射日光の当たる場所や、閉め切った自動 
車の中などに放置しない。 

(保存湿度：-25度〜85度） 

〇水に濡らさない。 

〇分解や改造をしない。 


• 設置条件によっては本体や接続されたマイク 
の金属部に触れると違和感を覚えたりざらつ 
くような感じになるときがあります。これは 
人体に全く害のない極微量の帯電によるもの 
ですが、気になる方は、必要に応じて電池で 
ご使用ください。 
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使用上のご注意 


著作権について 

•第三者の著作物（音楽作品、映像作品、放 
送、公演、その他）の一部または全部を、権 
利者に無断で録音し、配布、販売、貸与、公 
演、放送などを行うことは法律で禁じられて 
います。 

•本機では、外部機器へデジタル接続でオー 
ディオ信号を送信する際 、 SCMS (Serial 
Copy Management System ) による制約の 
一部を受けず送信を行うことができます。こ 
れは本機が専ら音楽制作を目的としており、 
他者の著作権を侵害しない作品（自作曲な 
ど）の録音までが、制約を受けることがない 
よう設計されているためです。 （ SCMS とは、 
デジタル接続を介しての、第二世代以降のコ 
ピー録音を制限する機能です。著作権保護の 
目的で、 MD レコーダーなどの民生用デジタ 
ル.オーディオ機器に搭載されています。） 

• 第三者の著作権を侵害する恐れのある用途 
に、本機を使用しないでください。あなたが 
本機を用いて他者の著作権を侵害しても、弊 
社は一切責任を負いません。 


•個人で楽しむこと（私的使用）を目的として 
いても、 SCMS 等の技術的保護手段を回避し 
て第三者の著作物を無断で複製することは、 
第三者の著作権を侵害する行為となり、法律 
で禁じられています。 

•技術的保護手段が施されていないもの、及び 
SCMS に対応しての複製に関しては、従来ど 
おり私的使用の範囲で行えます。 


※ Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における登録商標 
です。 


※ Windows ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® operating system です 0 
※Mac OS は、米国 Apple Computer , Inc . の登録商標です 0 

※CompactFlash (コンパクトフラッシュ）および命は米国 SanDisk 社の商標であり 、 CFA 
(CompactFlash Association ) にライセンスされてします。 

※口ーランド株式会社は、 CompactFlash ™ および CF □ゴ（令）のライセンシーとして認定さ 
れています。 


※ PortalPlayer および PortalPlayer □ ゴは PortalPlayer , Inc . の所有する商標です。 


S 

portalplayer 


※ MPEG Layer -3 才ーディオ圧縮技術は 、 Fraunhofer IIS 社と THOMSON 
multimedia 社よりライセンスを得ています。 


SSII 
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I パッケージ内容の確認 

R -1 には、次のものが付属しています。パッケージを開けたら、すべてのものが入ってい 
るが確認してください。不足している場合は、お買い上げになった販売店までご連絡くだ 
さい。 

■ R -1 


nnur _ ste _ c — 



■ AC アダプター 


R -1 専用の AC アダプターです。 

必ず付属のものをお使いください。 

『AC アダプターの接続と電源の入 

れ方』 ( P .17) 


■ USB ケーブル 

(ミニ B タイプ：1 m) 

コンピューターの USB 端子と R -1 を接続す 
るためのケープルです。 

『コンピューターとの接続』 

( P .42) 


※ AC アダプター、 USB ケープルが破損などに 
より新しいものが必要になつた場合には、 
保証書の封筒に記載されている「サービスの 
窓口」までお問い合わせください。 


■コンパクトフラッシュ （64 MB ) 

R -1 で録音や再生を行うときに必要なメモ 
リ_ • 力ードです。 

『メモリー.力ードの取り扱いにつ 

いて』 ( P .23) 


■ キヤリング•ケース 

R -1 の持ち運びや保管の際に傷などから守る 
ための専用ケースです。 

■ 取扱説明書 

本書です。常に手元において、いつでも参照 
できるようにしてください。 

■ ローランド ユーザー 登録カード 

R -1 のユーザーとして登録していただくため 
の登録力ードです。□ーランドユーザー登録 
力ードに記載されている登録方法をお読み 
になり、必ずユーザー登録をしてください。 

■ 保証書 

R -1 本体の保証書です。保証期間内に R -1 の 
修理を受ける際に必要ですので、記載事項を 
確認の上、大切に保管してください。 
保証書の封筒に記載されている『サービスの 
窓口』は R -1 本体の修理に関する問い合わせ 
先です。 R -1 の操作などに関するお問い合わ 
せは、巻末に記載の『お問い合わせの窓口』 
までご連絡ください。 
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各部の名称とはたらき 



〇内蔵マイク 

R -1 本体内蔵のステレオ • マイクです。 

© マイク 端子や® ライン入力 端子にマイクや機器を接続している場合には、内蔵マ 
イクは使用することができません。内蔵マイクを使用する場合には、他の入力用端子 
に何も接続しないようにしてください。 

内蔵マイクで 録音をするときは， ® マイク • タイプ切り替え スイッチを DYN に切り 

替えて使用して<ださい。 


〇ディスプレイ 

R -1 のさまざまな情報を表示します。 


〇 EFFECT ポタン 

EFFECT ボタンを 押して、エフェクトのオン/オフを切り替えます。 

オンのときには赤く点灯します。 

再生前や再生中にオンに設定すると、再生された音にエフェクトががかります。録音 
前や録音中にオンに設定すると、入力した音にエフ； l クトをかけて録音することがで 
きます。 


エフェクトとは、録音や再生している音を加工して特殊に変化させ、聴きやすくした 
り、迫力を付けたりすることです。また、全<違う音に変えて、違う雰囲気の音にす 
ることもできます。 


〇 EDIT ポタン 

エフェクトの設定を行います。 

エフェクトについて詳しくは、 『エフェクトの使い方』 ( P .44) をお読み<ださい。 
EFFECT ボタンが オン/オフのどちらの状態でも設定を変更することができます。 
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各部の名称とはたらき 


〇 MENU ボタン 

R -1 の各種設定を行うモード（セットアップ•モード）になります。 

LCD コントラスト、録音データのクオリティの設定など R - 1の環境設定をすることが 
できます。詳しくは、 『 R -1 本体の各種設定』 ( P .52) をお読みください。 

〇 DISPLAY ポタン 

R -1 のディスプレイの表示内容を切り替えます。 

PLAY モード時には再生時間、現在の曲（ファイル）の再生が終了するまでの残り時 
間、曲（ファイル）の種類やビット • レートの情報を順に表示します。 

DISPLAY ポタンを押して、表示を切り替えてください。 

❼ PREV ポタン 

曲の頭出しと前曲の選択をします。 

曲の途中で押すと曲頭に、曲頭 （00:00) のときに押すとひとつ前の曲に移動します。 
また、長押しをすると巻き戻しの状態になります。 

再生中、停止状態のどちらの状態でも操作は有効です。 


〇 NEXT ボタン 

次の曲を選択します。また、長押しすると早送りの状態になります。 
再生中、停止状態のどちらの状態でも操作は有効です。 


〇 REPEAT ポタン 

曲の途中の2点の区間 （A — B ) を繰り返し再生させることができます。 

曲中に A マークや B マークを つけ 、 A マークと B マークの 間をリ ピー ト再生し ます。 
1回押す と A マークがつき、もう一度 押す と B マークがつきます。 

リピート再生を解除するときには、再度 REPEAT ポタンを押します。リピート再生 
を解除すると、 A マークと B マークも同時に解除されます。 


1. 再生中に REPEAT ポタンを1回押します。 

その時点が繰り返し再生の開始地点 （ A マーク) 
となります。 


2. 再度 REPEAT ポタンを押します。その時点が繰 
リ返し再生の終了地点 （ B マーク）となります。 


W 〜 A 

r r 

REPEAT 

& 


曲 



I 

REPEAT 
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手順 1 、 2 で設定した区間を繰り返し再生します。 

リビート再生を解除するときには、 

再度 REPEAT ポタンを押します。 

0 SPEED ボタン 

再生速度が1/2 (ゆっくり）になります。もう一度押すと、もとの速度に戻ります。 
テンポの早い音楽を聴き取ったり、早□の会話の内容を確認するときなどに便利な機 
能です。 


AW 〜 B 


曲 










各部の名称とはたらき 




0 STOP ボタン 

再生や録音を停止します。 

® PLAY/PAUSE ポタン 

再生を開始します。また、再生や録音を一時停止します。 

再生中にこのボタンを押すと再生が一時停止し、 R -1 のディスプレイに PLAY-PAUSE 
と表示されます。もう一度 PLAY/PAUSE ボタンを 押すと再生が再開します。 

また、同様に録音中にこのボタンを押すと録音が一時停止します。 R -1 のディスプレ 
イに REC - PAUSE と表示され、 REC ポタン も赤く点滅します。もう一度 PLAY / 
PAUSE ポタンを 押すと録音が再開します。 

❿ REC ポタン 

停止状態で REC ポタンを 押すと、録音スタンバイ（待機）の状態になります。 R -1 の 
ディスプレイに REC STANDBY と表示され、 REC ポタンが 赤く点滅します。 

録音スタンパイの状態から録音を開始するときには、もう一度 REC ポタン （または 
PLAY/PAUSE ポタン） を押します。録音中は REC ポタンが 赤く点灯します。 

〇 VALUE ダイヤル 

曲を選択したり、エフェクトのタイプや値、セットアップ • モードの項目を選ぶとき 
などに使用します。 

〇 EXIT ボタン 

エフェクト，エディットやセットアップ，モードの項目での変更を確定し、ひとつ手 
前の項目に戻りたいときに使用します。セットアップ•モードでは、 ENTER ポタン 
を押す前に EXIT ポタンを押すと、変更した値がキャンセルされます。 

❿ ENTER ボタン 

エフェクト•エディットやセットアップで選択した項目の値の変更を開始するときや、 
値の変更を確定し、 R -1 に記憶させるときに使います。 
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各部の名称とはたらき 


〇 マイク入力端子 

マイクを接続します。 

A ライン入力端子にケープルが接続されていると.マイク入力端子がらの音声 

は入力されません。 

接続するマイクの種類がダイナミック’マイクがプラグイン • パワード対応の小型コ 
ンデン サ ー'マイクかによって、 ©マイク•タイプ切り替えスイッチを 切り替えます。 

また、ステレオ.タイプのマイクに対応してます。ステレオ.ミニ.タイプのケープ 
ルで接続してください。モノラル'タイプのマイクを使用する場合は、セットアップ • 
モードの 10 Input Select で MONO に設定してお使いください。設定方法について詳 
しくは、 『システムに関する設定（セットアップ•モード）』 ( P .52) を参照してください。 

0ライン入力端子 

オーディオ機器や電子楽器などから出力されるオーディオ信号を R -1 に入力するとき 
には，ステレオ • ミニ. プラグのケープルを使って接続します。 

〇 マイク • タイプ切り替えスイッチ 

©マイク入力 端子に接続するマイクの種類によってスイッチを切り替えます。 


DYN 

ダイナミック • マイクを接続します。 

内蔵マイクを使用するときは、 DYN に設定してください。 

CND 

電源供給が必要なタイプの小型コンデンサー • マイクを接続します。 

必ず、プラグイン•パワード対応のマイクをお使いください。この端子からは、 

2 V の電圧が供給されています。 

※ CND に設定しているときに、プラグイン • パワード対応のコンデンサー • マイ 
ク以外のマイクや機器を接続しないでください。接続したマイクや機器が破損 
する恐れがあります。 


0インプット•ポリユーム 

〇内蔵マイク、©マイク入力端子、®ライン入力端子が 6入力される音声の入力 
音量を調節します。 

『入カレベルの調整のしかた』 ( P .28) の手順に従って、入カレベルを確認しながら調 
整してください。 

® USB 端子 

付属の USB ケープルでコンピューターと接続します。 

R -1 で録音した曲のファイルをコンピューターに移動したり、コピーすることができ 
ます。また、コンピューターにある MP 3 や WAV ファイルを R -1 に移動したり、コ 
ピーして R -1 で演奏させたりすることができます。 

USB 2.0 ( HI-SPEED USB ) に対応しているため、高速なファイル転送（移動）が可 
能です。 

コンピューターと接続して 使用 するときは、 『コンピューターとの接続』 ( P .42) を参 
照してください。 

正しく認識されると、 R -1 のディスプレイに Connected via USB と表示されます 0 



コンピューターと接続された状態になると、電源スイッチ以外の各部の機能 
は使用できません。ボタンやスイッチなどを操作しても無視されます。 
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各部の名称とはたらき 




© 電源スイッチ 

電源のオン/オフを切り替えます。 

再生/録音中は電源を切らないでください。停止していることを確認したうえで、電 
源を切ってください。 



録音中に誤って電源を切ってしまうと、録音中のデータはコンパクトフラッシュに 
記録されません。 

再生や録音中など、コンパクトフラッシュへの書き込みや読み込みをしているとき 
に R -1 の電源が切れると、コンパクトフラッシュが破損する可能性があります。 

エフェクト • エディットやセットアップで変更した設定を保存中のときや 
Now working ... と表示されているときに R -1 の電源が切れると R -1 本体の状態が 
不安定になり起動しなくなることがあります。 

この状態のときには、絶対に電源を切らないようご注意ください。 


© AC アダプター端子 

付属の AC アダプターを接続します。 


O HOLD スイッチ 

HOLD ON に設定しておくと、意図せずボタンなどを押してしまった場合でも、その 
操作が無効になります。 

ただし、 HOLD ON の状態であっても、©マイク•タイプ切り替えスイッチ，®イン 
プット•ボリューム、®電源スイッチの オン/オフ、® 出カポ U ユームの 切り替えは 
できます。 


0出カポ U ューム 

©へッドホン/ライン出力/デジタル出力端子から 出力される音量を調節します。 
ただし、デジタル出力の音量は調整できません。 

©へッドホン/ライン出力/デジタル出力端子 

へ、ソドホンや外部スピーカーなど、 R -1 の音声を外部へ出力するための端子です。 
デジタル信号で出力するためには、丸型光ミニ.タイプのデジタル • ケープルで接続 
してください。 

% イジエクト • ポタン 

© メモリー•カード • スロツ トに差し込まれているコンパクトフラ、ソシュを取り出 
すときに押します。 


0 メモリー•カード•ス□ット 

コンパクトフラ、ソシュを差し込むスロワトです。 

R -1 で使用することができるメモリー' カードはコンパクトフラッシュのみです。 
2 GB までのコンパクトフラッシュを使用することができます。 
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各部の名称とはたらき 



© 乾電池ケース 

乾電池で動作させるときに乾電池を入れます。 AC アダプターで使用する場合には、乾 
電池を入れておく必要はありません。 

AC アダプターでの使用から乾電池での使用に変更するときや、乾電池での使用をやめ 
て AC アダプターでの使用に変更するときには、 R -1 の電源を切った状態で変更をし 
て < ださい。 

お使いになる前に、『鼋 池のセットと電源の入れ 方』 ( P .18) をお読みください。 

❿メモリー•カード•スロツト•カバー 

誤ってコンパクトフラッシュを取り出してしまわないようにカバーが付いています。 

カパーを開く と® メモリー•カード•スロットと®イジェクト • ポタンが あります。 
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| r - i を使うための準備 


基本的な接続 


※他の機器と接続するときは、誤動作やスピーカーなどの破損を防ぐため、必ずす 
ベての機器の音量を絞った状態で電源を切り、接続を行ってください。 

※抵抗入りのケープルを使用すると、ライン入力端子 （LINE IN ) に接続した機器の 
音量が小さくなることがあります。このときは、抵抗の入っていない接続ケープ 
ルをご使用ください。 



R -1 は、本体にはスピーカーを装備していません。再生した音を聴くためには、へッ 
ドホンがスピーカーなどが別途必要です。 

また、 R -1 では、へッドホンを接続する端子を使って、デジタル出力（オプティカル • 
アウト）としてデジタル機器を接続したり、ライン出力としてアナログ機器を接続す 
ることができます。それぞれの機器にあったケープルを使用して接続してください。 

『ヘッドホンを接続する』 （ P .20)、 『デジタル•スピーカーを接続する（デジタル機器)』 
( P .21) 、 『アナログ•スピーカーを接続する（アナログ機器）』 ( P .22) を併せてお読 
みください。 


※マイクとスピーカーの位置によっては、ハウリング音（キーンといラ音）が出る 
ことがあります。その場合は、以下のように対処してください。 

1. マイクの向きを変える 

2. マイクをスピーカーから遠ざける 

3. 音量を下げる 
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R -1 を使うための準備 


AC アダプターの接続と電源の入れ方 


※正しく接続したら （ P .16)、 必ず次の手順で電源を投入してください。手順を間違 
えると、誤動作をしたりスピーカーなどが破損する恐れがあります。 

※この機器は回路保護のため、電源をオンしてからしばらくは動作しません。 

※電池が入っている状態で AC アダプター を接続すると、電源は AC アダプター 側か 
ら供給されます。 


R -1 の 電源スイッチを オフにします。 



AC アダプターの DC プラグを R -1 のリア•パネルにある AC アダプター端子に差し 
込みます。 

※ AC アダプターは、必ず付属のものを使用してください。 

3 

AC アダプター本体を電源コンセントに差し込みます。 

4 

R -1 の 電源スイッチを オンにします。 



※電池が入っている状態で AC アダプター を接続すると、電源は AC アダプター 側か 
ら供給されます。 
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R -1 を使うための準備 


電池のセットと電源の入れ方 

使用できる電池の種類 

• 単三アルカリ乾電池 ( LR 6) 

• 単三型ニッケル水素電池 （HR 15/51) 

※ R -1 本体でニッケル水素電池に充電することはできません。 
別途、充電器を用意してください。 


1 

2 


3 


4 


5 


R -1 の 電源スイッチを オフにします。 

本体裏側にあるバッテリー • カバーを 
取り外します。 

バッテリー•ケースに 十、 一を間違え 
ないよラにして単3乾電池2本を入れ 
ます。 


バッテリー • カパーを閉めます。 


R -1 の 電源スイッチを オンにします。 



R-1 を電池でお使いになるときの注意 

• 電池寿命が長いアルカリ電池の使用をおすすめします。 

• 新しい電池と一度使用した電池や違ろ種類の電池を混ぜて使用しないでください。 

• 長時間使用しないときは、電池の液漏れ防止などのためにも本体から電池を抜いて 
お<ことをおすすめします。 

• R -1 を電池で使用している場合には、省電力のためにディスプレイが消えたり（ス 
リープ機能）、 LCD パックライトが消えたりします。設定を変更したい場合は、『シ 
ステムに関する設定（セットアップ•モード)』 ( P .52) を参考にして設定を変更し 
てください。また、 AC アダプターで使用している場合には、この設定は効きません。 

• USB ケーブルを使ってコンピューターと接続する場合は、接続中の電池切れを防ぐ 
ために、必ず AC アダプターをお使いください。 

I_ 
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R -1 を使うための準備 


電池残量について 

電池容量が少なくなると、ディスプレイの上段右側に電池のアイコン （ !1 ) が表示さ 
れ、点滅します。メッセージが表示されたら、早めに新しい電池と交換してください。 

電池容量が少ないまま使い続けると、このような画面が表示され、 R -1 のすベての機 
能が停止します。 



電源スイッチを切って、新しい電池と交換してください。 

電池寿命 

(アルカリ電池、 MP 3 192 kbps 、256 MB のコンパクトフラッシュ使用時) 


連続再生時 

約 5.5 時間 

連続録音時 

約2 時間 


※上記の電池寿命は目安です。使用環境や使い方によって、電池寿命は変わります。 
※ディスプレイのバックライトを点灯させたままにしたり、エフェクトを多く使用 
しても電池寿命は短くなります。 

















R-1 を使うための準備 


へッドホンを接続する 

へッドホンを接続します。 



1. R -1 の電源をオフにします。 

2. 出カ ポリュームを左側いっぱいにまわし、音量を最小にします。 

3. へッドホン端子に へッドホンを接続します。 

『基本的な録音 方法』 （ P .27) や 『再生 方法』 ( P .36) を参考にして、 R -1 で録音や再 
生をお楽しみください。 


適切な録音レベルで録音された曲（ファイル）でも、出カボリュームが大きすぎると 
曲中の大きな音の部分で、音が歪んでパリパリというノイズになつて聴こえることが 
あります。そのようなときは、出カボリュームを小さくして再生してください。 
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R-1 を使うための準備 


デジタル•スピーカーを接続する（デジタル機器) 

ここでは、デジタル入力端子を装備したアンプ内蔵スピーカーを接続してみます。 



1. R -1 の電源をオフにします。 

2 . スピーカーのボリュームを最小にします。 

※デジタルで接続している場合、 R -1 の 出カ ボリュームで音量の調整はできません。 
※デジタル出力のサンプリング周波数は、 44.1 kHz です。 

3. デジタル出力端子に デジタル対応のアンプ内蔵スピーカーを接続します。 

R -1 のデジタル出力端子に接続するためには、丸型光ミニ•プラグのケープルを 
ご用意ください。ケープルは付属していませんので、別途ご用意ください。 

『基本的な録音 方法』 （ P .27) や 『再生 方法』 ( P .36) を参考にして、 R -1 で録音や再 
生をお楽しみください。 

4. スピーカーのボリュームを少しずつ大きくして音量を調節してください。 
デジタルで接続している場合、 R -1 の 出カ ボリュームで音量の調整はできません。 
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R-1 を使うための準備 

アナログ•スピーカーを接続する（アナログ機器) 



1. R -1 の電源をオフにします。 

2 . 出カボリュームを左側いっぱいに回し、音量を最小にします。 

3. R -1 の ライン出力端子に アンプ内蔵スピーカーを接続します。 

R -1 のライン出力端子に接続するために、オーディオ • ケープルが必要です。 
ケープルは付属していませんので、別途ご用意ください。 

『基本的な録音 方法』 （ P .27) や 『再生 方法』 ( P .36) を参考にして、 R -1 で録音や再 
生をお楽しみください。 

4. 出カポリュームを 右に回して、少しずつ大きくしていきます。 

また、スピーカー側のボリュームも調整してください。 
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を使うための準備 


メモリー • カードの取り扱いについて 


R -1 は、メモリー • 力ードとしてコンパクトフラッシュを使用します。 

使用できるコンパクトフラッシュの種類 

• 2 GB (ギガパイト）までのコンパクトフラッシュを使用することができます。 
ただし、 2 GB を超える容量のコンパクトプラッシュで、容量切り替えスイッチ 
が付いているものをお使いの場合は、容量切り替えスイッチで 2 GB 以下の設 
定に切り替えることでお使いいただけます。 

• コンパクトフラッシュのメーカーや種類によっては， R -1 で正しく録音や再生 
ができないちのがあります。 

• マイクロドライプは使用できません。誤って使用した場合、マイクロドライプ 
や R -1 本体の故障や異常については保証いたしかねます。 

※本体の電源を入れたまま、コンパクトフラッシュの抜き差しをしないでください。 
本体やコンパクトフラッシュ内のデータが失われる可能性があります。 

※コンパクトフラッシュは挿入方向や表裏に注意し、確実に奧まで差し込んで<だ 
さい。また無理な挿入はしないで<ださい。 

※コンパクトフラッシュ等、最新の動作確認情報をローランド.ホームページでご 
案内しています。 

http :// www . roland . co . jp / cs / 

コンパクトフラッシュに録音することができる時間 

コンパクトフラッシュに録音することができる時間の目安は、以下のとおりです。 

録音可能時間（目安） 単位：分 


コンパクトフラッシュのサイズ 


ファイルの種類 

64 MB 

256 MB 

512 MB 

2 GB 

WAV , 24 bit /44.1 kHz 

3 

15 

31 

125 

WAV ,16 bit /44.1 kHz 

5 

23 

47 

188 

MP 3,16 bit /320 kbps 

26 

102 

208 

831 

MP 3,16 bit /256 kbps 

32 

128 

260 

1,039 

MP 3,16 bit /192 kbps 

43 

170 

346 

1,386 

MP 3,16 bit /160 kbps 

52 

205 

416 

1,663 

MP 3,16 bit /128 kbps 

65 

256 

520 

2,079 

MP 3,16 bit /96 kbps 

86 

341 

693 

2,772 

MP 3,16 bit /64 kbps 

130 

512 

1,040 

4,158 


※上記の録音可能時間は目安です。実際に録音できる時間には、多少の誤差があり 
ます。余裕をみて録音をしてください。 

※コンパクトフラッシュは、 R -1 本体でフォーマットして使用してください。 

※長時間連続して録音するときは、付属の AC アダプターを使用してください。 

※ファイルの数が複数個ある場合には、上記の録音可能時間に対して実際に録音で 
きる合計時間は短くなります。 

※ R -1 で扱えるファイルの数は255個です。コンパクトフラッシュ中のファイルの 
数が255個に達すると録音ができなくなります。 
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R-1 を使うための準備 


挿入と取り出し 


挿入 

1 

R -1 本体の電源をオフにします。 




WAVE/MP3 RECORDER R-1 


MEMORY CARD 


2 


3 


メモリー • カード•スロット • カバーを 

開け、コンパクトフラッシュの裏面を上 
に向けて差し込みます。 

コンパクトフラッシュは、確実に奥まで 
挿し込んでください。 

メモリー • カード•スロツト • カバーを 

閉じます。 



コンパクトフラッシュ 
の裏面を上に向けて、 
確実に奥まで差し込む 



※コンパクトフラッシュは、端子のない方 
の縁を見たときに縁が飛び出ている方 
が裏面になります。 

コンパクトフラッシュを揷入するとき 
は、裏面を上にしてゆっくりと挿入して 
ください。向きが逆の状態で無理に挿入 
すると、 R -1 本体やコンパクトフラッ 
シュを破損するおそれがあります。ご注 

届、く I こ亡 し、 



取り出し 


1 

2 


3 


R -1 本体の電源をオフにします。 

メモリー • カード•スロット • カバー を 

開けます。 

イジエクト • ポタンを押し、コンパクト 
フラッシュを取り出します。 
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R-1 を使うための準備 


コンパクトフラッシュをフォーマットする 

R -1 を使用する前に、コンパクトフラッシュをフォーマットする必要があります。 
コンパクトフラッシュのフォーマットは、『システムに関する設定（セットアップ* 
モード)』の60ページを参照し、必ず R -1 本体で行ってください。 

R -1 以外の機器でフォーマットしたコンパクトフラッシュは R -1 では正しく動作しな 
いことがあります。 

1 

R -1 の電源をオフにします。 

2 

コンパクトフラッシュを R -1 の メモリー•カード • スロツ トに差し込みます。 


R -1 の電源をオンにします。 

コンパクトフラッシュに R -1 で再生 
できる曲（ファイル）がない場合に 
は 、 No Song と表示されます。 

曲（ファイル）がある場合は、プレ 
イモードの画面が表示されます。 

MENU ポタンを押します。 

※途中で操作を中止したい場合には、 
EXIT ポタンを押してください。 
ひとつ前の画面に戻ります。 

VALUE ダイヤルを 回して、 

12 Format Card を選択します 0 


ENTER ポタンを押します。 

7 

このように表示されたら、 
ENTER ポタンを押します。 


フォーマットの実行を確認するた 
めの画面が表示されます。フォー 
マットをするために 、 ENTER Tit 
タンを押します。 

※フォーマットをしないときは、 EXIT ポタンを押します。手順5に戻ります。 

_A フォーマット中にコンパクトフラッシュを絶対に取り出さないでください 

コンパクトフラッシュが破損することがあります。 


Completed ! と表示されたら 
フオーマツトが完了です。 


MENU ポタンを押します。 

基本画面（プレイ•モード）に戻ります。 
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R -1 を使うための準備 


R-1 で扱うことができるファイルの種類 


R-1 では、以下のファイルを扱うことができます。 

音質を優先するが、録音時間を優先するがなど、目的にあったファイルのタイプを選 
択してお使いください。 




サンプリング周波数 (kHz) 

ビット • レート （ kbps) 

MP3 

再生 

8、11.025、16、22.050、24、32、 
44.1、48 

※すべて 44.1 kHz に変換して再生 

8、16、24、32、40、48、56、 

64、80、96、112、128、144、 

160、192、224、256、320 、 VBR 


録音 

44.1 

64、96、128、160、192、256、 

320 



サンプリング周波数 (kHz) 

サンプル•サイズ （bits) 

WAV 

再生 

8、11.025、16、22.050、24、32、 
44.1、48 

※すべて 44.1 kHz に変換して再生 

8、16、 24 


録音 

44.1 

16、24 


※録音はすべてステレオです。 


WAV ファイルは取り込んだ音の情報をすべて記録します（非圧縮)。そのため、 MP3 
ファイルよりも高音質です。ファイルのサイズも MP3 よりもずっと大き<なります。 

ビット •レー トとは 

• データの速度を示すものです。単位は bps (bitper second) で、1秒間に送 

るピットの数をあらわします。この値が大きいほど高音質になります。 

ビットレートが高<なると情報量が密になって音質が向上します。それに伴 
し'！、ファイルのサイズも大きくなります。また、ピットレートが低いと音質 
が低下しますが、ファイルのサイズもノ j 〈さくなります。 

^ VBR とは、 

Variable Bit Rate (可変ピットレート）のことです。音の密度が低い場合に 
ビットレートを低<し、音の密度が高い場合にはピットレートを高くしたり 
というように，常に可変しているビット’レートのことです。 
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■基本的な録音方法 

コンパクトフラッシュに録音することができる時間の目安は、以下のとおりです。 

ファイルの種類と録音可能な時間 


録音可能時間（目安） 単位：分 




ファイルの種類、〜 

-i 

64 MB 

ヽリ トノフ ^ 

256MB 

ノンユ vwi 

512 MB 

ベ 

2GB 

WAV, 24 bit/44.1 kHz 

3 

15 

31 

125 

WAV,16 bit/44.1 kHz 

5 

23 

47 

188 

MP3,16 bit/320 kbps 

26 

102 

208 

831 

MP3,16 bit/256 kbps 

32 

128 

260 

1,039 

MP3,16 bit/192 kbps 

43 

170 

346 

1,386 

MP3,16 bit/160 kbps 

52 

205 

416 

1,663 

MP3,16 bit/128 kbps 

65 

256 

520 

2,079 

MP3,16 bit/96 kbps 

86 

341 

693 

2,772 

MP3,16 bit/64 kbps 

130 

512 

1,040 

4,158 


※上記の録音可能時間は目安です。実際に録音できる時間には、多少の誤差があり 
ます。余裕をみて録音をしてください。 

※コン パクトフラッシュは、 R-1 本体で フォーマッ トして使用してください。 

※長時間連続して録音するときは、付属の AC アダプターを使用してください。 

※ファイルの数が複数個ある場合には、上記の録音可能時間に対して実際に録音で 
きる合計時間は短くなります。 


内蔵マイクを使って録音する 


内蔵マイクはステレオ • タイプのマイクです。 

R-1 本体の右側のマイクが右チャンネル （R)、 左 
側が左チャンネル （L) として録音されます。 

内蔵マイクを使用する場合には、マイク 
入力端子とライン入力端子には何も接続 
しないでください。 

-4k， マイク入力端子またはライン入力端子に 
1 ~ * マイクやケーブルが接続されていると、 
マイク入力端子とライン入力端子からの 
入力が優先され、内蔵マイクは無効にな 
ります。 



R-1 の電源がオフになっていることを確認します。 

また、 インプット •ポリュームを最小にしておきます。 



内蔵マイクで録音する音声を聴きながら（モニターしながら）録音する場合 
は、 へッ ドホンを へッ ドホン端子に接続してモニターしてください。外部ス 
ピーカーなどを接続するとハウリング音が出ますのでスピーカーなどを使 
用しないようご注意ください。 


『AC アダプターの接続と電源の入れ 方』 (P.17) を参考にして、 R-1 の電源をオン 


にします。 
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基本的な録音方法 


内蔵マイクを使って録音する場合は、 マイク•タイプ切り替えスイッチを DYN に 
切り替えます。 

『R-1 で扱うことができるファイルの種類』 (P.26) を参考にして、これから録音す 
るファイルの種類の設定を行います。設定と確認は、セットアップ • モードの 

07 Record Mode (P.52) で行います。 

次の手順に従って入カレベルを調整します。 


入カレベルの調整のしかた 

REC ポタンを 押します。 

録音スタンバイの状態になりま 
す。現在選択している録音する 
ファイルの種類で、あとどれだ 
けの時間、 R-1 に録音することが 
できるかを表示します。 



録音可能な残り時間 


※録音スタンバイのときに表示されている曲名は、録音終了後に新たに作成され 
るファイル名です。 


2. D 旧 PLAY ポタンを 押します。 


3. マイクに向かって実際に録音する音を鳴らしてみます。 

※録音する音にエフェクトをかける場合は、エフェクトをオンにした（かけた） 
状態で入カレベルの調整をおこなってください。 


个 

囹 


4. 音を鳴らしながら、 インプット • 

ポリューム を少しずつ大きくし 
ていきます。 

ディスプレイに表示されている 
入カレベルの■が、いちばん右 
端の ■ (上記の図で®]の位置）まで表示されないレベルになるよラに調整します。 
録音レペルが小さすぎると小さな音を録音することができません。また、録音レ 
ペルが大きすぎると大きな音が歪んでしまい、バリパリと音が割れたような音で 
録音されてしまいます。 

※パンド演奏でのドラムのアタック音や静かな会話の中でときどき入る笑い声 
などのように、突発的に入る大きな音がある場合にはリミッター機能 （06 
Limiter P.52) の使用をおすすめします。その場合、突発的に入る大きな音で 
はなく、優先して録音したい音の大きさに合わせて入カレベルを調整してくだ 
さい。 

リミッター機能を使用すると、入力された音声のレベルが大きくなりすぎない 
ように自動的に入カレベルを調整します。リミッターを使用する場合、入カレ 
ペルの調整は図の圄の位置の■がときどき表示されるくらいに設定してくだ 
さい。 


个 

S1 
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基本的な録音方法 


次に REC ポタンを押します。 
録音が始まります。 

※ PLAY/PAUSE ポタンを 

押しても、録音を開始するこ 
とができます。 


録音スタンパイの状態や録音中にインプット • ボリュームを動かすと、入力 
A レベルが変わってしまいます。インプット•ポリュームを誤って操作してし 

まわないよう気をつけてください。 HOLD スイッチを〇 N に設定しても、イ 
ンプット • ポリュームには HOLD 機能は効きません。 

録音を終了するときには STOP ポタンを押します。 

一時停止する場合は、 PLAY/PAUSE ポタンを押します。一時停止を解除して 
録音を再開するときは、再度 PLAY/PAUSE ポタンを押してください。 

録音したデータのファイルが R-1 のコンパクトフラッシュ中に作成されます。 
ディスプレイには、録音して作成されたデータのファイル名が表示され、そのファ 
イルが選択された状態になっています。 

※ファイル名は、 R1_0 001 .MP3 のように自動的に作成されます。0001の部分は 
コンパクトフラッシュ中に存在するファイル名の中で、最も大きい番号の次の 
番号を取得して作成されます。 

※ファイルは、コンパクトフラッシュのルート部分に作成されます。フォルダ 
(ディレクトリ）は作成されません。 

※ R-1 は、時計機能を内蔵していないため、ファイルの作成日はすべて2002年 
1月1日になります。 

〇 

_ 今、録音したデータを聴くときには、 PLAY/PAUSE ポタンを押します。 
その他の再生方法については、『再生方法』 (P.36) を参照してください。 

信号レベルとインプット • レベル•メー ターの関係 


■の数 

db 


■の数 

db 

なし 

00 〜 

-50.0 

8 

-21.0 

〜 -18.0 

1 

-50.0 〜 

-40.0 

9 

-18.0 

〜 -15.0 

2 

-40.0 〜 

-36.0 

10 

-15.0 

〜 -12.0 

3 

-36.0 〜 

-33.0 

11 

-12.0 

〜 -9.0 

4 

-33.0 〜 

-30.0 

12 

-9.0 

〜 -6.0 

5 

-30.0 〜 

-27.0 

13 

-6.0 

〜 -3.0 

6 

-27.0 〜 

-24.0 

14 

-3.0 

ヘ ^ 0.0 

7 

-24.0 

-21.0 

15 

0.0 

〜（クリップ） 


V ノ 



録音開始からの 
経過時間 
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基本的な録音方法 


外部マイクの音を録音する 


R-1 は、ダイナミック • マイクとコンピューターのマイク端子や MD (ミニディスク） 
の録音端子に接続するプラグイン • パワード対応の小型コンデンサ_ • マイクを使用 
することがでます。 

コンデンサー • マイクをお使いになる場合は、必ずプラグイン • パワー対応 
のマイクをお使いください。間違ったタイプのマイクや一般のステレオ•ミ 
二 • タイプのプラグを接続すると、機器の故障の原因となる場合があります。 



R-1 の電源がオフになっていることを確認します。また、 インプット•ポリユーム 
を最小にしておきます。 


ライン入力端子に 機器やケープルが接続されていると マイク入力端子から 
の入力は無視されてしまいます。 

マイク入力端子からの入力信号を録音したい場合には、 ライン入力 端子には 
何も接続していない状態でお使いください。 

『AC アダプターの接続と電源の入れ方』 (P.17) を参考にして、 R-1 の電源をオン 
にします。 


『R-1 で扱うことができるファイルの種類』 (P.26) を参考にして、これから録音す 
るファイルの種類の設定を行います。設定と確認は、セットアップ • モードの 

07 Record Mode (P.52) で行います。 

マイク • タイプ切り替えスイッチをマイク入力 端子に接続するマイクに合わせて 
切り替えます。 — 『マイク • タイプ切り替えスイッチ』 （P.13) 
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基本的な録音方法 


マイクを マイク入力端子に 接続します。 

録音する音声を聴きながら（モニターしながら）録音する場合は、ヘッドホ 
A ンをへッドホン端子に接続してモニターしてください。外部スピーカーなど 

を接続するとハウリング音が出ますのでスピーカーなどを使用しないよう 
ご注意ください。 

次の手順に従って入カレベルを調整します。 


入カレベルの調整のしかた 



REC ポタンを 押します。 

録音スタンバイの状態になりま 
す。現在選択している録音する 
ファイルの種類で、あとどれだ 
けの時間、 R-1 に録音することが 
できるかを表示します。 

※録音スタンパイのときに表示されている曲名は、録音終了後に新たに作成され 
るファイル名です。 


録音可能な残り時間 


2. DISPLAY ポタンを 押します。 



3. マイクに向かって実際に録音する音を鳴らしてみます。 

※録音する音にエフェクトをかける場合は、エフェクトをオンにした（かけた) 
状態で入カレベルの調整をおこなってください。 


4. インプット•ボリュームを少し[?::55::5彳::1：：：： I ：•：：：：•：：：：•：：； •! IviDT 

ずつ大きくします。 '** i'* A f : ： ** lili ： i iii iii S ： iii ： m 11111 b iiii im ： 11：：! hi ：： nil! 

デ ィス ブレイに表示されている . ~~ i；888 88888 88888 88888 ii；8i 88888 888 ::坩 88 88888 88888 88888 8 r 18888 88:81 

入カレベルの■が、いちばん右 m 

端の ■ (上記の図で ffl の位置） 

まで表示されないレベルになるように調整します。 

録音レペルが小さすぎると小さな音を録音することができません。また、録音レ 
ペルが大きすぎると大きな音が歪んでしまい、バリパリと音が割れたような音で 
録音されてしまいます。 


※パンド演奏でのドラムのアタック音や静かな会話の中でときどき入る笑い声 
などのように、突発的に入る大きな音がある場合にはリミッター機能 （06 
Limiter P.52) の使用をおすすめします。その場合、突発的に入る大きな音で 
はなく、優先して録音したい音の大きさに合わせて入カレベルを調整してくだ 
さい。 

リミッター機能を使用すると、入力された音声のレベルが大きくなりすぎない 
ように自動的に入カレベルを調整します。リミッターを使用する場合、入カレ 
ペルの調整は図の圄の位置の■がときどき表示されるくらいに設定してくだ 
さい。 
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基本的な録音方法 


次に REC ポタンを押します。 
録音が始まります。 

※ PLAY / PAUSE ポタンを 

押しても、録音を開始するこ 
とができます。 



録音開始からの 
経過時間 


録音スタンパイ状態や録音中にインプット • ポリュームを動かすと、入カレ 
V 7 ペルが変わってしまいます。インプット•ポリュームを誤って操作してしま 
わないよう気をつけてください。 HOLD スイッチを ON に設定しても、イ 
ンプット • ポリュームには HOLD 機能は効きません。 

録音を終了するときには STOP ポタンを押します。 

一時停止する場合は、 PLAY / PAUSE ポタンを押します。一時停止を解除して 
録音を再開するときは、再度 PLAY / PAUSE ポタンを押してください。 
録音したデータのファイルが R -1 のコンパクトフラッシュ中に作成されます。 
ディスプレイには、録音して作成されたデータのファイル名が表示され、そのファ 
イルが選択された状態になっています。 

※ファイル名は、 R 1_0 001 . MP 3 のように自動的に作成されます。0001の部分は 
コンパクトフラッシュ中に存在するファイル名の中で、最も大きい番号の次の 
番号を取得して作成されます。 

※ファイルは、コンパクトフラッシュのルート部分に作成されます。フォルダ 
(ディレクトリ）は作成されません。 

今、録音したデータを聴くときには、 PLAY / PAUSE ポタンを押します。 
その他の再生方法については、『再生方法』 (P.36) を参照してください。 


信号レべルとインプット*レベル•メー ターの関係 


■の数 

db 


■の数 

db 

なし 

〇〇 〜 

-50.0 

8 

-21.0 

^ -18.0 

1 

-50.0 〜 

-40.0 

9 

-18.0 

〜 -15.0 

2 

-40.0 〜 

-36.0 

10 

-15.0 

〜 -12.0 

3 

-36.0 〜 

-33.0 

11 

-12.0 

〜 -9.0 

4 

-33.0 〜 

-30.0 

12 

-9.0 

〜 -6.0 

5 

-30.0 〜 

-27.0 

13 

-6.0 

〜 -3.0 

6 

-27.0 〜 

-24.0 

14 

-3.0 

へ ^ 0.0 

7 

-24.0 

-21.0 

15 

0.0 

〜（クリップ） 
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基本的な録音方法 


カセツト • テープや CD の音声を録音する 


ライン入力端子を使って外部機器からの音声を録音します。 

※ R -1 は、デジタル入力用の端子は装備していません。 

ここでは、例として CD プレーヤーからの音を R -1 で録音してみます。 





ロロロハ 

s 目目 ◎ 

( - ) 

1□口 

1 1 !□□□! OOD 


CD/MD プレーヤー、カセツト • デッキなど 


ライン入力端子に機器やケープルを接続すると、マイク入力は無効になりま 
す。そのため、マイク入力とライン入力の音声をミックスして録音すること 
I はできません。ライン入力端子とマイク入力端子から音声を入力した場合に 
は、ライン入力の音声のみが録音されます。 


R -1 の電源がオフになっていることを確認します。また、インプット•ポリユーム 
を最小にしておきます。 

『AC アダプターの接続と電源の入れ方』 （ P .17) を参考にして、 R -1 の電源をオン 
にします。 

『 R -1 で扱うことができるファイルの種類』 ( P .26) を参考にして、これから録音す 
るファイルの種類の設定を行し_ヽます。設定と確認は、セットアップ • モードの 

07 Record Mode ( P .52) で行います。 

CD プレーヤーの出力端子と R -1 のライン入力端子をオーディオ•ケーブルで接続 
します。 

CD プレーヤーで録音したい曲を再生しながら、次の手順に従って入カレベルを調 
整します。—『入カレベルの調整のしかた』 ( P .34) 
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基本的な録音方法 


入カレベルの調整のしかた 




1 .REC ポタンを 押します。 

録音スタンパイの状態になりま 
す。現在選択している録音する 
ファイルの種類で、あとどれだ 
けの時間、 R -1 に録音することが 
できるかを表示します。 



録音可能な残り時間 


※録音スタンパイのときに表示されている曲名は、録音終了後に新たに作成され 
るファイル名です。 


2. DISPLAY ポタンを 押します。 



3. ライン入力端子に 接続した機器の音を鳴らしてみます。ここでは、 CD プレーヤー 
で CD を再生してみます。 

※録音する音にエフェクトをかける場合は、エフェクトをオンにした（かけた） 
状態で入カレベルの調整をおこなつてください。 


4. インプット•ポリユー ムを少し 

ずつ大きくします。 

ディスプレイに表示されている 
入カレベルの■が、いちばん右 
端の ■ (上記の図で®の位置） 

まで表示されないレベルになるように調整します。 

録音レペルが小さすぎると小さな音を録音することができません。また、録音レ 
ペルが大きすぎると大きな音が歪んでしまい、パリパリと音が割れたような音で 
録音されてしまいます。 

R -1 のインプット • ボリュームで入カレベルの調整をしても、音が割れ 
ていたり、小さい場合には、 CD プレーヤーなどの再生機器側のボリュー 
ムを調整してみてください。 

※突発的に入る大きな音がある場合にはリミッター機能 (06 Limiter P .52) の使 
用をおすすめします。その場合、突発的に入る大きな音ではなく、優先して録 
音したい音の大きさに合わせて入カレベルを調整してください。 

リミッター機能を使用すると、入力された音声のレベルが大きくなりすぎない 
ように自動的に入カレベルを調整します。リミッターを使用する場合、入カレ 
ペルの調整は図の B ] の位置の■がときどき表示されるくらいに設定してくだ 
さい。 
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基本的な録音方法 


次に REC ポタンを押します。 
録音が始まります。 

※ PLAY/PAUSE ポタンを 

押しても、録音を開始するこ 
とができます。 


録音スタンパイ状態や録音中にインプット • ポリュームを動かすと、入カレ 
A ペルが変わってしまいます。インプット•ポリュームを誤って操作してしま 

わないよう気をつけてください。 HOLD スイッチを ON に設定しても、イ 
ンプット • ポリュームには HOLD 機能は効きません。 

7 

CD プレーヤーの再生ボタンを押します。 

8 

録音を終了するときには、 R -1 の STOP ポタンを押します。 

一時停止する場合は、 PLAY/PAUSE ポタンを押します。一時停止を解除して 
録音を再開するときは、再度 PLAY/PAUSE ポタンを押してください。 
録音したデータのファイルが R -1 のコンパクトフラッシュ中に作成されます。 
ディスプレイには、録音して作成されたデータのファイル名が表示され、そのファ 
イルが選択された状態になっています。 

※ファイル名は、 R 1_0 001 . MP 3 のように自動的に作成されます。0001の部分は 
コンパクトフラッシュ中に存在するファイル名の中で、最も大きい番号の次の 
番号を取得して作成されます。 

※ファイルは、コンパクトフラッシュのルート部分に作成されます。フォルダ 
(ディレクトリ）は作成されません。 

9 

続いて、 CD プレーヤーのストップ • ボタンを押します。 

今、録音したデータを聴くときには， PLAY/PAUSE ボタンを押します。 
その他の再生方法については、 『再生方法』 (P.36) を参照して<ださい。 

/ -\ 

信号レべルとインフット • レベル•メー ターの関係 


■の数 

db 


■の数 

db 

なし 

〇〇 〜 

-50.0 

8 

-21.0 

〜 -18.0 

1 

-50.0 〜 

-40.0 

9 

-18.0 

〜 -15.0 

2 

-40.0 〜 

-36.0 

10 

-15.0 

-12.0 

3 

-36.0 〜 

-33.0 

11 

-12.0 

〜 -9.0 

4 

-33.0 ^ 

-30.0 

12 

-9.0 

へ ^ *6.0 

5 

-30.0 〜 

-27.0 

13 

-6.0 

〜 -3.0 

6 

-27.0 〜 

-24.0 

14 

-3.0 

〜 0.0 

7 

-24.0 

-21.0 

15 

0.0 

〜（クリップ） 


V V 



録音開始からの 
経過時間 
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■再生方法 


通常の再生 



R -1 は、本体にはスピーカーを装備していません。再生した音を聴くためには、へッ 
ドホンがスピーカーなどが別途必要です。 

R -1 では、ヘッドホンを接続する端子を使って、デジタル出力（オプティカル•アウ 
卜）としてデジタル機器を接続したり、ライン出力としてアナログ機器を接続するこ 
とができます。 

あらかじめ、それぞれの機器にあったケープルを使用して接続しておいてください。 

『ヘッドホンを接続する』 （ P .20)、 『デジタル•スピーカーを接続する（デジタル機器)』 
( P .21) 、 『アナログ•スピーカーを接続する（アナログ機器）』 ( P .22) を併せてお読 
みください。 


ディスプレイが図のような表示の状態のときに、 VALUE ダイヤルを 回して曲 
(ファイル）を選択します。 

PREV ポタンを押すとひとつ前の曲（ファイル）に移動します。 NEXT ポタンを 
押すと次の曲（ファイル）に移ります。 

※ディスプレイに No Song と表示されている場合は、コンパクトフラッシュ内に 
R -1 で再生することができるファイルがないことを意味します。 

» 

R -1 の PLAY ポタン （ Gd ) を押すとディスプレイに表示されている曲名（ファ 
イル名）の再生が始まります。 

I 

出カポリュームを 少しずつ右に回して、ちょうど良い音の大きさになるように調 
整します。 
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再生方法 


再生中に PREV ポタンを長押しすると巻き戻しに、 NEXT ポタンを長押しすると 
早送りの状態になります。それぞれのボタンから手を離すと再び再生が始まりま 
す。 


※ディスプレイに表示されている曲名はファイル名です。 MP 3 の ID 3 タグには対応 
していません。 

※曲臟ま、以下の文字列の規則に従って順番に表示されます。録音した順番ではあ 
りません。 

(スペース）！#$%&■()+， _.01234 5 67 8 9; =@ 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{} 

※コンパクトフラッシュ内にサブ•ディレクトリ（フォルダ）がある場合は、最初 
にルートにあるすベてのファイルを順に表示し、その後サブ•ディレクトリ（フォ 
ルダ）内のファイルを順に表示します。 

※に」で始まるファイル名は、無視され、表示されません。 

※ファイル名に日本語 （2 パイトの文字）が使われている場合、 R -1 のディスプレイ 
には 「_ MBC 000. mp 3」 、 「_ MBC 001. wav 」 というような _MBC の後に番号がつ 
いた名前で表示されます。 

正しいファイル名がわかりにくくなるため、日本語 （2 パイトの文字）を含まない 
ファイル名の使用をおすすめします。 

※ファイルの拡張子が. mp 3 か . wav 以外のファイルは、無視され、表示されません。 


^ R -1 で録音や再生することができるファイルについては、 『 R -1 で扱うことが 

Z できるファイルの種類』 ( P .26) を参照してください。 


再生中の巻き戻しや早送りについて 

一 16bit/24bitWAV ファイルの再生中の操作についてのご注意一 

これらのファイルを再生中に、巻き戻しや早送りの操作を行なうと、コンパクトフラッ 
シュの種類によっては、データの読み込み速度が間に合わず、巻き戻しや早送りの動 
作が停止してしまうことがあります。 

このようなときは、いったん停止ボタンを押して再生を終了してください。その後、 

もう一度再生を行ってください。 

V_ 
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再生方法 


REPEAT PLAY (リビート再生) 


曲の再生中に、設定したある区間を繰り返し再生させることができます。 

i Ljnu~— stemomc —"lTCTlpi 



設定方法 



再生中に REPEAT ポタン （®») 

を一度押します。 



その時点が 1 」ピート再生の開始地 
点 （ A マーク）となります。 


曲 



A 


REPEAT 


5 


再度 REPEAT ポタンを押します。 
その時点がリピート再生の終了地 
点 （ B マーク）となります。 



曲 



B 



手順1、2で設定した区間 （ A - B ) 
を繰り返し再生します。 

リビート再生を解除するときには、 

再度 REPEAT ポタンを押します。 


I L 

0 
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再生方法 


設定の際のご注意 

※八マークを設定した後、 B マークを設定する前に STOP ポタンを押すと、 A マー 
クが解除されてしまいます。 

※ A マークを設定した後、曲が最後まで再生されてしまったときには、 A マークと 
曲の終わりまでの間を繰り返し再生します。 

※リピート再生中に STOP ポタンを押すと、再生の停止と共にリピート区間 （ A - 
B ) の設定も解除されてしまいます。 


設定の解除方法 

• A マーク、 B マークが設定されている状態で REPEAT ポタン（〇)を押す 
と、 A マーク、 B マークの設定が解除されます。 

• A マークを設定した後、 B マークを設定する前に STOP ポタンを押すと 、 A マー 

クが解除されます。 

• 再生も停止する場合には、 STOP ポタンを押してください。再生の停止ととも 
にリピート再生の設定 （ A マーク、 B マーク）も解除されます。 
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再生方法 


1/2 PLAY (1/2 スピード再生) 


再生速度が半分 （1/2) になります。 



設定方法 



停止中または再生中に SPEED ポ 
タンを押します。 


ディスプレイの左下に 1/2 と表示さ 
れ 1/2 スピード再生になります。 



再生中の場合は、再生速度がゆっくりになります。 

停止中の場合は、次に PLAY ポタンを押すと1/2の速度で再生されます。 


※この機能は、1/2の速度で再生した音のピッチ（音の高さ）を通常の速度で再生 
した時のピッチに合うように調整して再生しています。そのため、再生される音 
が震えるよラに聴こえることがありますが、異常ではありません。 


設定の解除方法 

1/2 スピード再生になっている状態で、 SPEED ポタンを押すと解除されます。 


[ Ti ] 1/2スピード再生を解除しないと、次の曲も1/2の速度で再生されます。 
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PLAY MODE (再生モード) 


再生方法 


ここでは、演奏順序や演奏の方法を設定します。 



1. MENU ポタンを押します。 

再生中の場合は、再生モードの変更はできません。 

STOP ポタンを押して、再生を停止してください。 

2. VALUE ダイヤルを回して、 05 Play Mode を選択します。 

3. ENTER ポタンを押します。 

4. VALUE ダイヤルを回して、再生モードを選択します。 


Sequential 

001、002、003…009 
順番どおりに再生 

※ PREV ボタンや NEXT ボタン、 VALUE ダイヤルでファイル（曲）を選択し 
ます。 

Single 

001 

選択したファイル（曲）だけを繰り返し再生 

Shuffle 

曲の順番を自動的に入れ替えて再生 
※一度再生された曲は再生されません。 

※ PREV ボタンや NEXT ボタン、 VALUE ダイヤルでファイル（曲）を選択す 
ると、 Sequential のときと同様に順番どおりにファイル名（曲）が表示さ 
れます。 


5. 再生モードを選択したら、 
ENTER ポタンを押します。 

6. MENU ポタンを押します。 
プレイ • モードに戻ります。 
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■コンピューターとの接続 

R -1 では、以下のファイルを扱うことができます。 




サンプリング周波数 ( kHz ) 

ビット•レート （ kbps ) 

MP 3 

再生 

8、11.025、16、22.050、24、32、 
44.1、48 

※すべて 44.1 kHz に変換して再生 

8、16、24、32、40、48、56、 

64、80、96、112、128、144、 

160、192、224、256、320 、 VBR 


録音 

44.1 

64、96、128、160、192、256、 

320 



サンプリング周波数 ( kHz ) 

サンプル•サイズ （ bits ) 

WAV 

再生 

8、11.025、16、22.050、24、32、 
44.1、48 

※すべて 44.1 kHz に変換して再生 

8、16、 24 


録音 

44.1 

16、24 


R -1 とコンピューターを接続する 


コンピューターと 接続する場合は、 AC アダプターを 使ってください。 


※電池を使用することによって故障することはありませんが、接続中の電池切れを 
防ぐために、必ず AC アダプターでの使用をおすすめします。 

R -1 にコンパクトフラッシュをセットします。 

R -1 の 電源スイッチが オフになっていたら、オンにします。 

I 

R -1 とコンピューターを USB ケープルで接続します。 

R -1 がコンピューターに認識されます。 



コンパクトフラッシュがセットされていない状態でコンピューターと接続 
すると、 R -1 のディスプレイに No Card と表示されます。このとき、 R -1 
はコンピューターに認識されません。また、セットアップ•モードに入っ 
ているときもコンピューターに認識されません。いったん R -1 とコン 
ピューターを接続している USB ケープルを外し、手順1に戻ってセツト 
してください。 


R -1 のコンパクトフラッシュは、コンピューターからは次のように認識されます。 


Windows 

マイコンピューターやエクスプローラから確認すると、リムーバブルディスク 
という名前で表示されています。 

Mac OS X 

NO NAME という名前でデスクトップに表示されます。 

Mac OS 9 

名称未 設定という名前でデスクトップに表示されます。 


※コンピューターに認識された後に上記の名称を他の名称に変更すると、 

それ以降は変更した名称で表示されます。 

※ Mac OS 9 で使用する場合は、 Macintosh でコンパクトフラッシュを フォー マッ 
卜し、再度 R -1 で フォー マットを行ってください0 

f 

必要なファイルを R -1 のコンパクトフラッシュからコンピューターへコピーした 
り、コンピューターから R -1 のコンパクトフラッシュへコピーすることができます。 
ファイルをドラッグ&ドロップなどで移動して<ださい。 
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コンピューターとの接続 


コンピューターとの接続を解除する 


コンピューターと R -1 のコンパクトフラッシュの接続を解除します。必ず、次の手順 
に従って接続を解除し、 USB ケープルを抜いてください。 



R -1 がコンピューターに接続されている状態のときに R -1 の電源を切った 
り、 USB ケープルやコンパクトフラッシュを抜いたりしないでください。 


Windows 


Windows のタスクトレイ内にあるハードウェアの安全な取り外しアイコン （0) 
をダブルクリックします。 

ハードウ I アの安全な取り外しダイアログが表示されます。 

表示されたハードウェアデバイスの欄から、 R -1 のコンパクトフラッシュを示す 
項目を選択します。 

R -1 のコンパクトフラッシュを示す項目 


Windows XP ' 2000 

USB 大容量記憶装置デバイス 

Windows Me 

リムーパプルディスク 


ダイアログ中の[停止]をクリックします。 


ハードウェアデバイスの停止ダイアログが表示されたら、 

R -1 のコンパクトフラッシュを示す項目を選択して [ OK ] をクリックします。 

「 USB 大容量記憶装置デバイスは、安全に取り外すことができます。」と表示され 
たら、 R -1 とコンピューターを接続している USB ケープルから取り外すことがで 
きます。または、 R -1 の電源を切ることができます。 


Macintosh 


デスクトップに表示されている、 R -1 との接続を解除します。 

MacOSX では、 R -1 のコンパクトフラッシュのアイコン （ NONAME ) を Dock 
のまにドラッグします。 

A は、通常は、 Dock 右端のゴミ箱が表示されている場所にドラッグすると、表 
示がゴミ箱から > に変わり、接続を解除することができます。 

Mac 0 S 9では、 R -1 のコンパクトフラッシュのアイコン（名称未設定）をゴミ箱 
にドラッグします。 

デスクトップからアイコンが消えたら、 R -1 とコンピューターを接続している USB 
ケープルから取り外すことができます。または、 R -1 の電源を切ることができます。 
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■エフエクトの使い方 

エフエクトとは 

エフヱクトとは英語で“効果”という意味です。もとになる音声をデジタル技術で加 
エすることにより，明るい音や迫力のある音に変えたりすることができます。 

また' 声を闇き取りやす<したり、耳障りなノイズを抑えるといった効果を得たりす 
ることもできます。 


R -1 では次のようなエフェクトが用意されています。入力された音にエフェクトをか 
けてそのまま録音したり、 R -1 で再生した音にエフェクトをかけて聴いてみることが 
できます。 


録音時にエフェクトをがける場合、音量や音質が元の音声と変わってしまいます。 
強い効果をかける場合は，音のクリップや歪みなどが発生していないかをレコーディ 
ング'スタンパイ時に へッ ドホンなどでモニターして確認してください。また、事前 
にテスト録音してお<ことをお勧めします。 

クリップ 

〇 エフェクトや増幅をかけることによって、音声レペル（音量）が機器で扱え 
• る最大のレペルを超えてしまラことをクリップといいます。大きな音にあわ 

せて音が歪んだり、パリパリといったノイズが発生することもあります。 

設定方法については、『エフェクトのかけ方』 (P.50) を参照してください。 

録音中や再生中に EFFECT ポタンを押してしまラと、エフェクトのオン/ 
3^., オフが切り替わってしまいます。意図しない切り替わり（オン/オフ）を防 
* ~ ' ぐためには、 HOLD スイッチをオンにしてお使いなることをおすすめしま 

す。 
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エフェクトの使い方 


卜一覧 


01 

Easy EQ 

□ック、ポップス、ダンスなど 11 種類の設定が用意されて 
います。それぞれの音楽ジャンルに適した音質（周波数特 
性）に変えることができます。例えば、□ックは、低音と高 
音を強調したメリハリをつける。ポップスは、メロディを奏 
でる音域を闇きやすくする。ポーカルは，歌声が前に出るよ 
うにする。このような効果があ L J ます。フラットは、もとの 
特性を変えずそのまま出力されます。 

内部的にはプリセットの10パンドのグラフィック.イコラ 
イザーが使われています。 

P .47 

02 

For Speech 

会話やセリフなど、声が主体となる音声に適しています。声 
を明瞭にすると共にマイクで録音したときによくある、サシ 
スセソやチ、ツの発音に伴う「サッ」、「シュッ」といったノ 
イズ（歯擦音）を軽減します。 

内部的にはディエッサーとエンハンサ_を組み合わせていま 
す。 

P .47 

03 

Voice 

Perform 

音のピッチ（高さ）を変えることで、まった<違うキャラク 
ターの音声になります。コミカルな高い声、モンスター風の 
低い声，弾むよろな余韻のつ<声にする設定が用意されてい 
ます。 

内部的にはピッチシフトとディレイの組み合わせです。 

P .47 

04 

Editable EQ 

ゲイン調整可能な10バンド • イコライザーです。 

それぞれ - 1 2 dB 〜+1 2 dB の範囲でゲインを設定し、元とな 
る音声に対して音質を調整することができます。 

P .47 

05 

Noise 

Reducer 

音楽や音声の無音時に「サー」、「ザワサワ」などといラよう 
な目立って聞こえてくる背景雑音（パックグランド•ノイ 
ズ）や、アナログ.レコードやカセット•テープでよく聞こ 
える「シャー」といったヒス • ノイズを軽減します。 
内部的にはノイズ•ゲートとノッチ • フィルタの組み合わせ 
です。 

P .47 

06 

Hum Noise 

Cut 

マイクで音を録音するときやモーターなどの電力を使う機器 
の近<に設置したときに発生する「ブーン」といろ低い音の 
ノイズ（ハム音）を軽減します。 

内部的にはノッチ • フィルタです。 

P .48 

07 

Reverb 

音には録音するための音源そのものが発する音だけではな 
く、音が周りの壁や床に反射する響きも伴っています。この 
響きを残響音（リパーブ）といい、部屋の広さや壁面の材質 
によって響きや鳴り具合が変わってきます。 

元の音から演算処理し、ホールや部屋などをシミュレーショ 
ンした残響音を加えることによって自然な響きや潤いを付加 
します。 

P .48 

08 

Int-Mic Rec. 

内蔵マイクやマイク入力端子に接続した小型コンデンサー • 
マイクから入力された音の特性を変えて、より大きなマイク 
から録音したかのような効果を与えます。レコーディングで 
良く使われる著名なマイクの特性をシミュレーションし、プ 
□らしさを演出します。 

録音時に効果的なエフェクトです。 

P .48 
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エフ I クトの使い方 


09 

Ext-Mic Rec. 

マイク入力端子に接続した一般的な小型ダイナミック • マイ 
クから入力された音の特性を変えて、より大きなマイクから 
録音したかのよラな効果を与えます。レコーディングで良 
く使われる著名なマイクの特性をシミュレーションし、プロ 
らしさを演出します。 

録音時に効果的なエフェクトです。 

P .48 

10 

Mastering 

録音した素材そのままでは音がぼやけて明瞭さが不足してい 
ることがあります。 

また、音量の大小がばらついてパランスが悪かったり、大き 
な音が鳴っている側での Al v さな音が聞こえにくいことがあり 
ます。例えば、パンド演奏を録音するときに、曲のイントロ 
とサビの部分の音量に差が出てきます。会話を録音するとき 
に、マイクに近い人と遠い人との声の大きさの差も出てきま 
す。 

そのような音声を加工して、音の輪郭をはっきりさせて聞こ 
えやすくしたり、音の大きさをそろえて音量パランスの良い 
作品に仕上げます。 

R -1 に一度録音したものを再生時に際立たせて聴くときや、 
カセット • テープなどのメディアに録音されていた音を修正 
して R -1 に取り込むときにも使えます。 

内部的にはエンハンサーと□一/ハイの2パンドのコンブ 
レッサーです。 

P .48 

11 

Center 

Cancel 

ステレオ録音した曲の中央で鳴っている音を消します。歌の 
入った曲でポーカルを消して演奏だけを取り出してカラオケ 
にすることができます。ただし，ステレオで音が広がるよう 
な特種効果の加工を施したものや、残響音の大きいものでは 
効果が弱< なります。 

P .49 

12 

Tuner 

チューナーは楽器用の小道具であり、元の音に効果を付加す 
るものではありません。 A =440 Hz を基準として、 C ， D , E ... 
といった音名に応じた固定周波数のサイン波を出力します。 
楽器のチューンニングをするときにお使いください。 
内部的には固定周波数の発振器です。チューナーを鳴らしな 
が b 録音しても、その音は録音されません。 

P .49 

13 

Metronome 

メト□ノームは楽器用の小道具であり、元の音に効果を付加 
するものではありません。メト□ノームの拍子とテンポの設 
定が可能です。 

メト□ノームを鳴らしながら録音しても、その音は録音され 
ません。 

P .49 


46 






エフェクトの使い方 


01 : Easy EQ 


パラメータ名 

値の範囲 

効果 

Type 

Flat , Rock , Pop, Dance , 
HipHop , Techno , Jazz , 
Blues , Classic , Speech , 
Vocal 

EQ のプリセツトの種類を選択します。 

Level 

〇〜 80 〜100 

出力音量を調節します。 


02: For Speech 


パラメータ名 

値の範囲 

効果 

De-eser Sw . 

OFF , ON 

耳障りな歯擦音を軽減するかしないかのスイッチです。 

Clarity 

1 〜 50 〜100 

声を明瞭にする度合いを調整します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜 80 〜 100 

出力音量を調節します。 


03: Voice Perform 


パラメータ名 

値の範囲 

効果 

Type 

High Tone, Low Tone , 
Spring , Spacy 

変化させるキャラクターを決定します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Pan 

L 50 〜 CENTER 〜 R 50 

出力される音の定位を調節します。 

Level 

〇〜 80 〜100 

出力音量を調節します。 


04: Editable EQ 


パラメータ名 

値の範囲 

効果 

32 Hz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

32 Hz のゲインを調節します。 

64 Hz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 d 巳 

64 Hz のゲインを調節します。 

125 Hz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

125 Hz のゲインを調節します。 

250 Hz 

-12 d 巳〜 OdB 〜 +12 d 巳 

250 Hz のゲインを調節します。 

500 Hz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

500 Hz のゲインを調節します。 

1 kHz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

1 kHz のゲインを調節します。 

2 kHz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

2 kHz のゲインを調節します。 

4 kHz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

4 kHz のゲインを調節します。 

8 kHz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

8 kHz のゲインを調節します。 

16 kHz 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

1 6 kHz のゲインを調節します。 


05: Noise Reducer 


バラ メータ 名 

値の範囲 

効果 

Noise Gate 

〇〜 20 〜100 

一定の音量に達しない場合に消音するしきい値を決定 
します。 

Hiss Cut 

〇〜 80 〜100 

ヒスノイズのカツトの度合いを調節します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜 80 〜100 

出力音量を調節します。 
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エフェクトの使い方 


06: Hum Noise Cut 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Frequency 

50 Hz , 60 Hz 

カツトするハム音の周波数を決定します。 

Depth 

〇〜 80 〜 100 

ハム音のカツトの度合いを調節します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜 80 〜 100 

出力音量を調節します。 


07: Reverb 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Type 

Hall , Room , Plate 

リパープの種類を選択します。 

Time 

1 〜 50 〜100 

残響の長さを調節します。 

Balance 

D 100:0 W 〜 D 50:50 W 〜 
D 0:100 W 

原音と残響音の比率を調節します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜 100 

出力音量を調節します。 


08: Int-Mic Rec . 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Type 

1 〜 5 

変化させるタイプを決定します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 d 巳 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜 80 〜 100 

出力音量を調節します。 


09: Ext-Mic Rec . 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Type 

1 〜 5 

変化させるタイプを決定します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 d 巳 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜 80 〜 100 

出力音量を調節します。 


10: Mastering 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Clarity 

1 〜 50 〜 100 

音を明瞭にする度合いを調整します。 

Crossover 

200 Hz , 250 Hz , 315 Hz , 

400 Hz , 500 Hz , 630 Hz , 
800 Hz , 1 kHz , 1.251 Hz , 

1.6 kHz , 2 kHz 

低域と高域かけるコンプレッサーの帯域を決定し 
ます。 

Low Compress 

〇〜 50 〜 100 

Crossover で設定した周波数より下の音のコンブ 
レッサーの係り具合を調節します。 

High Compress 

〇〜 50 〜 100 

Crossover で設定した周波数より上の音のコンブ 
レッサーの係り具合を調節します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 d 巳 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜80〜 100 

出力音量を調節します。 
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11 :Center Cancel 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Depth 

〇〜 80 〜 100 

中央定位音のカツトの度合いを調節します。 

Point 

L 50 〜 CENTER 〜 R 50 

カツトする定位の微調整をします。 

Ambience 

〇〜20〜100 

残響の付加具合を調節します。 

Low Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

低域のゲインを調節します。 

High Gain 

-12 dB 〜 OdB 〜 +12 dB 

高域のゲインを調節します。 

Level 

〇〜80〜100 

出力音量を調節します。 


12: Tuner 


パラメータ名 

値の範囲 

効果 

Tone 

( A =440) 

F , F #, G , G #, A , A #, B , C , C #, D , D #, E 

チューナーの音程を設定します。 

Level 

〇〜 80 〜100 

チューナーの音量を調節します。 


13: Metronome 


パラメータ 名 

値の範囲 

効果 

Beat 

4/4, 6/8, 1/4, 2/4, 3/4 

メト□ノームのビートを設定します。 

Tempo 

30〜120〜280 

メト□ノームのテンポを設定します。 

※値は2ずつ変わります。 

Level 

〇〜80〜100 

メト□ノームの音量を調節します。 













エフ I クトの使い方 


エフェクトのかけ方 


ここでは、再生中と録音スタンバイ状態のエフェクト設定の手順について説明してい 
ます。その他に、再生前にエフェクトを設定しておいたり、録音中に音声を確認しな 
がらエフェクトの設定を変更したりすることもできます。 
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1. 再生中や録音スタンバイの状態で、 R -1 の EFFECT ポタンを押してオン(点灯)に 
します。 

2. EDIT ポタンを押します。エディツト • モードになります。 

3. VALUE ダイヤルでエフェクトの種類を選択します。選択した6 ENTER ポタン 
を押します。 

エフェクトのひとつひとつには、その効き具合を調整するためにパラメーターと 
いうものを持っています。エフェクトの種類を選択した時点では、初期設定値が 
セツトされた状態になっています。 

エフェクトの種類を変えると、現在設定中の値はクリアされます。 

※パラメーターの設定を行わない場合は、 EXIT ボタンが EDIT ボタンを押してエ 
フェクト • モードを終了します。 

4. パラメーター選択になります。 VALUE ダイヤルでパラメーターの種類を選択し 
ます。選択したら ENTER ポタンを押します。 

※パラメーターの設定を行わない場合は、 EDIT ポタンを押すとエフェクト•モー 
ドを終了します。 

※エフェクトの種類の選択に戻りたい場合は、 EXIT ポタンで戻ることができます。 

5 . パラメータ _ • エディツトになります。 VALUE ダイヤルでパラメーターの値を 
設定します。設定したら EXIT ポタンを押します。 

6. EDIT ポタンを押すと、エフェクト • モードが終了します。 

パラメーターの選択に戻りたい場合は、 EXIT ポタンで戻ることができます。 

モ設定したエフェクトのパラメーターは、次に設定を変更するまで記憶してい 
' ^ 1 ます0 





| r - i 本体の各種設定 


システムに関する設定（セットアップ • モード) 


設定方法については、『設定手順』 ( P .54) を参照してください。 

※再生中、録音中、録音スタンバイの状態のときは 、 MENU ポタンを押してもセツ 
トアップ.モ— ドには 入れません。 



メニュー/効果 

値 

(初期値：太字） 

手順 

01 

LCD Contrast (LCD コントラスト） 

ディスプレイの表示の濃さを調整します。 

1〜5〜10 

A (P.54) 

02 

LCD Backlight (LCD バックライト） 

電池で使用しているとき、ディスプレイのバックライト 
が点灯している時間を設定します。 

OFF, 

ON, 

5sec, 

1 0sec, 

20sec 

A (P.54) 

03 

Delete File (ファイルの削除） 

ファイルを削除します。 

— 

巳 (P.56) 

04 

Rename File (ファイル名の変更） 

ファイル名を変更します。 

- 

C (P.58) 

05 

Plav Mode (再生モード） 

曲を再生する順番を決めます。 

Sequential, 

Single, 

Shuffle 

A (P.54) 

06 

Limiter (リミッタ_ • 

入カレベルのリミッ 

入力ベルが大きす 
レベルまで抑える機 

スイッチ） 

ターをオン/オフします。 

ぎた場合に、入カレペルを適度な 
能。 

OFF, 

ON 

A (P.54) 

スレッショルド _ レベル ※— 

子 

〇 

※リミッターが動作 **■ 

する信号レベル 

スレツショルド■レ 

リミッター回路により 
音割れを抑えて 

A/D 変換 

入力信号レベル 

ペルは、 -9dBFS です。 

07 

Record Mode (録音モード） 

録音するときのファイルのタイプを決めます。 

録音するファイルの品質が決まります。 

MP3 64kbps, 
MP3 96kbps, 
MP3 128kbps, 
MP3 160kbps, 
MP3192kbps, 
MP3 256kbps, 
MP3 320kbps, 
WAV 16bit, 

WAV 24bit 

A (P.54) 

08 

Track Splitting ( トラックの分割） 

自動的に曲を分割する機能をオン/オフします。 

※録音のときに信号レペルが小さくなる （-36dBFS 以 
下）と、そこでファイルが自動的に分割されます。再び 
信号レペルが大きくなったときに録音が再開し、録音時 
間表示は “0:00:00” にリセットされます。 

OFF, 

ON 

A (P.54) 
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メニュー/効果 


値 

(初期値：太字) 


手順 


09 

Input Monitor (インプット.モニター • スイッチ） 

入力信号をへッドホンでモニターするときにはオンにし 
ます。モニターしない場合はオフにします。 

※録音時は〇 FF/0N に関係なく音が聴こえます。 

OFF, 

ON 

A (P.54) 

10 

1 叩 ut Select (インプット*セレクト.スイッチ） 

接続するマイクのタイプがステレオの場合は、 STEREO 
に設定します。モノラルの場合には、 MONO に設定しま 
す。モノラルの信号のときに STERE 〇に設定されると L 
チャンネル（左）側だけの音声が録音されます。 MONO 
に設定しておくと L/R チャンネルの両方に音が録音され 
ます。 

※ M0N 〇に設定しても、録音されたファイルは STE¬ 
REO になります。 

STEREO, 

MONO 

A (P.54) 

11 

Sleep Timer (スリープ.タイマー） 

R-1 を電池で使用している場合にスリープ状態になるま 
での時間を設定します。 

※ AC アダプターで使用している場合は、この設定は効 
きません。 

OFF, 

Imin, 

2min, 

3min, 

5min, 

10min, 

15min, 

30min, 

45min, 

60min 

A (P.54) 

12 

Format Card (メモリー*カードの初期化） 

コンパクトフラッシュの初期化を行います。 

- 

D (P.60) 

13 

FirmwareVerl.00 (プログラム•バージヨンの確認） 

R-1 本体のプログラムのパージョンを表示します。 

- 

E (P.62) 

14 

About the R-1 

R-1 についての情報を表示します。 

- 

A (P.54) 












R -1 本体の各種設定 


設定手順 

手順 A 

01 LCD Contrast (LCD コントラスト） 

02 LCD Backlight (LCD バックライト） 

05 Play Mode (再生モード） 

06 Limiter (リミッター*スイッチ） 

07 Record Mode (録音モード） 

08 Track Splitting ( トラック の分割） 

09 I 叩 ut Monitor (インブット. モニター • スイッチ） 
10 Input Select (インプット•セレクタ.スイッチ） 
11 Sleep Timer (スリープ.タイマー） 

14 About theR-1 (R-1 について） 
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R -1 本体の各種設定 


1. 停止状態で、 MENU ポタンを押します。セットアップ • モードになります。 

2. VALUE ダイヤルを回して、セットアップの種類を選択します。 

選択したら ENTER ポタンを押します。 

※次の手順に進まない場合は、 EXIT ポタンか MENU ポタンを押してセットアッ 
プ • モードを終了します。 

3. 値を選択する画面になります。 VALUE ダイヤルで値を選択します。選択したら 
ENTER ポタンを押します。 

※ EXIT ポタンを押すと、手順2のセットアップの種類を選択する画面に戻ります。 
MENU ポタンを押すとセットアップ • モードが終了します。 

これらのボタンを押した時には、手順3で選択した値は無効になります。 

4. セットアップ•モードの初期画面が表示されます。その他のセットアップのメ 
ニューを選びたい場合は、 VALUE ダイヤルでセットアップの種類を選択します 
(手順2に戻る）。 

5 . 終了する場合は、 EXIT ポタンか MENU ボタンを押します。 

引き続き、値を変更したい場合には、 ENTER ポタンを押してください。手順3 
に戻ります。 

他のメニューに移りたいときは ENTER ポタンを押さないで、 VALUE ダイヤル 
を回してメニューを選びます。『システム に関する設定（セットアップ•モード)』 
(P.52) を参考にして、それぞれのメニューにあった設定方法で値の変更を行って 
下さい。 
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R -1 本体の各種設定 

手順 B 

03 Delete File (ファイ ルの削除) 
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R -1 本体の各種設定 


1. 再生スタンバイ状態で、 MENU ポタンを押します。 

セットアップ • モードになります。 

2. VALUE ダイヤルを回して、セットアップの種類を選択します。 

03: Delete File を選択したら ENTER ポタンを押します。 

※次の手順に進まない場合は、 EXIT ポタンか MENU ポタンを押してセットアッ 
プ • モードを終了します。 

3. 削除するファイルを選択する画面になります。 VALUE ダイヤルを回して、削除 
するファイルを選択します。選択したら ENTER ポタンを押します。 

※ EXIT ポタンまたは MENU ポタンを押すとセットアップ • モードが終了します。 
※削除するファイルがない場合は、 No Song と表示されます。 

4. OK to delete? [ENTER] と表示されます。 

手順 3 で選択したファイルを削除する場合は、 ENTER ポタンを押します。 

Now working... Do not remove card! に続き、 Completed! と表示されます 0 



為 ,ファイルを削除している最中にコンパクトフラッシュを抜かないでくだ 
さい。 

その後、自動的にセツトアップ • モードの画面に戻ります。 


5. 終了する場合は 、 EXIT ポタン か MENU ポタンを 押します。 

弓 I き続きファイルの削除を行う場合は、 ENTER ボタンを押してください。 

手順 3 に戻ります。 

他のメニューに移りたいときは ENTER ポタンを押さないで、 VALUE ダイヤル 
を回してメニューを選びます。 『システムに関する設定（セットアップ•モード)』 
(P.52) を参考にして、それぞれのメニューにあった設定方法で値の変更を行って 
下さい。 
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R -1 本体の各種設定 


手順 C 

04 Rename File (ファイル名の変更) 


f lOlF— 疆⑽一 r 110 _r^f 


セツトアップ•モード 


セツトアップの 
メニュー表示 



変更するファイルを選ぶ 
001 :m_ 0001 .MP3 … 


拡張子は表示されません 


変更する文字に 
力ーソルをあわせる 


R1 0001. MP3 
—R5 0001. MP3 


セツトアップ•モード 


プレイ • モードに戻る 
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1. 停止状態で、 MENU ポタンを押します。 
セツトアップ . モードになります。 


R -1 本体の各種設定 


2. VALUE ダイヤルを回して、セットアップの種類を選択します。 

04: Rename File を選択したら ENTER ポタンを押します。 

※次の手順に進まない場合は、 EXIT ポタンが MEMU ボタンを押してセットアップ • 
モードを終了します。 

3. 変更するファイルを選択する画面になります。 VALUE ダイヤルを回して、名前 
を変更するファイルを選択します。選択した6 ENTER ボタンを押します。 

※ MENU ボタンを押すとセットアップ’モードが終了します。 

4. PREV ポタンと NEXT ポタンを押して、変更したい文字の場所へカーソルを移動します。 


ボタン 

効果 

〇 PREV 

カーソルを左へ移動 

GED NEXT 

カーソルを右へ移動 


ボタン 

効果 

PLAY 

文字を挿入 

し J STOP 

文字を削除 


※ MENU ボタンを押すとセットアップ ■ モードが終了します。 

5. カーソルを変更したい文字の場所へ移動させたら、置き換えるための文字を 
VALUE ダイヤルで選びます。 


■ファイル名で使用できる文字列 

(スペース）!# $ % &'() + ,-. 012 34 5 67 8 9; =@ 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz {} 

『.』で始まるファイル名は、 R -1 では無視されてしまいます。 

※ MENU ポタンを押すとセットアップ ■ モードが終了します。 

6. 次に変更したい文字の場所へカーソルを移動します。 

7. すべての変更が終了したら、 ENTER ボタンを押します。 

Completed ! と表示されます。 

その後自動的にセットアップ • モードの画面に戻ります。 

※ファイル名を変更すると、再生のときの曲順も変わります。 

既に同じ名前のファイルが存在する場合 卜 .. ミ ...：... . 

は、このような画面が表示されます〇違う 1 n 上::::....；.!: ... ： ... 

ファイル名に変更してください0 - ぃ : Hi 亡ヒ . H . 

8. 終了する場合は、 EXIT ポタンか MENU ボタンを押します。 

引き続きファイルを削除する場合は、 ENTER ポタンを押してください。 

手順3に戻ります。 

他のメニューに移りたいときは ENTER ポタンを押さないで 、 VALUE ダイヤル 
を回してメニューを選びます。『システム に関する設定（セットアップ•モード)』 
( P .52) を参考にして、それぞれのメニューにあった設定方法で値の変更を行って 
ください。 
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R -1 本体の各種設定 


手順 D 

12 Format Card (メモリー.力ードの初期化) 
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R -1 本体の各種設定 


1. 停止状態で、 MENU ポタンを押します。 

セットアップ • モードになります。 

2. VALUE ダイヤルを回して、セットアップの種類を選択します。 

12:Format Card を選択したら ENTER ポタンを押します。 

※次の手順に進まない場合は、 EXIT ポタンが MENU ポタンを押してセットアッ 
プ • モードを終了します。 

3. OK to format? [ENTER] と表示されたら、 ENTER ポタンを押します。 

※ MENU ポタンを押すとセットアップ • モードが終了します。 

4. 続いて、 Are You Sure?[ENTER] と表示されます 0 
フォーマットをする場合は、 ENTER ポタンを押します。 

Now working... Do not remocve card! に続き、 Completed! と表示されます 0 



その後自動的にセツトアップ • モードの画面に戻ります。 


5. 終了する場合は、 EXIT ポタンか MENU ポタンを押します。 

フォーマットによって、すべてのファイルが削除されたため、 No Song と表示さ 
れます。 

他のメニューに移りたいときは ENTER ポタンを押さないで、 VALUE ダイヤル 
を回してメニューを選びます。 『システムに関する設定（セットアップ•モード)』 
(P.52) を参考にして、それぞれのメニューにあった設定方法で値の変更を行って 
ください。 
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R -1 本体の各種設定 


手順 E 

13 Firmware Ver (プログラム•バージョンの確認) 



2 


1. 停止状態で、 MENU ポタンを押します。 

セットアップ • モードになります。 

2. VALUE ダイヤルを回して、セットアップの種類を選択します。 

13 Firmware Verl .00 を選択します。 

※1.00の数値の箇所は、お使いの R -1 本体のプログラム•パージョンが表示されます。 

3. EXIT ポタンが MENU ポタンを押してセットアップ • モードを終了します。 

他のメニューに移りたいときは EXIT ポタンや MENU ポタンを押さないで、 
VALUE ダイヤルを回してメニューを選びます。『システムに関する設定（セット 
アップ•モード）』 ( P .52) を参考にして、それぞれのメニューにあった設定方法 
で値の変更を行ってください。 
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R -1 本体の各種設定 


工場出荷時の状態に戻す 


エフェクトの値、セットアップ.モードで設定することができる内容すべてがリセッ 
卜され、工場出荷時の状態になります。 

1 

R -1 の電源をオフにします。 

2 

ENTER ポタンを押しながら、 R -1 の電源を入れます。 

ディスプレイには、通常の起動時と同じ内容が表示されますが、設定はリセット 
され、工場出荷時の状態に戻っています。 
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画メッセージー覧 

ディスプレイに表示される主なメッセージについて説明します。 
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I トラブルシューテイング 

トラプルが発生したら、まずこの章を読みましょう。トラプルを解決するためのヒン 
卜が書かれています。この章の内容を確認しても解決しない場合は、ホームページへ 
アクセスしてください。最新の情報が用意されていることがあります。 

(http://www.roland.co.jp/cs) 

それでも解決しない場合には、巻末に記載の『お問い合わせの窓口』へお問い合わせ 
ください。 


録音に関するトラプル 


録音したマイクの音が L チャンネル（左）側からしか聞こえない 

マイクには，ステレオ■タイプとモノラル•タイプのものがあります。お使いになっ 
たマイクがモノラル対応の場合は、 L チャンネル（左）側に録音されます。 

その場合は， 『システムに関する設定（セットアップ•モード）』 ( P .52) の 101叩 ut 
Select (インプット.セレクト•スイッチ） で、マイクのタイプを MONO に設定して 
ください。この設定は、電源を切っても記憶されています。 

関連ページ：『システムに関する設定（セットアップ.モード）』 ( P .52) 

録音スタンバイから録音が開始できない 

メモリー•力ード（コンパクトフラッシュ）の残容量を確認してください。残り時間 
が少ないと録音できません。その場合、録音スタンバイの状態にはなりますが、録音 
ボタンまたは再生ボタンを押して録音を開始しようとすると、プレイ • モードの画面 
に戻ってしまいます。 

録音スタンバイの状態に、録音可能な残時間がディスプレイに表示されます。0:00:00 
になっていたら残時間がまったくないことを意味します。確認してください。 

関連ページ：『ファイルの種類と録音可能な時間』 ( P .27) 

内蔵マイクが使えない（外付けマイクが使えない） 

マイク入力端子がライン入力端子にマイク、ケーブル、機器などが接続されていると 
内蔵マイクは使用できません。内蔵マイクを使用する場合には、他の入力用端子には 
何も接続しないでください。 

関連ページ：『マイク入力端子』 （ P .13)、 『ライン入力端子』 （ P .13) 

『内蔵マイクを使って録音する』 ( P .27) 

録音した音が歪む 

インプット•ポリュームが大きすぎると音が歪んでしまいます。 『入カレベルの調整の 
しかた』 （ P .28)、（ P .31)、( P .34) を参考にして適切な入カレベルになるように設定 
してください。 

また、エフェクトをがけて録音した場合に音が歪む場合があります。エフェクトをか 
けた状態で入カレベルを調整してください。エフェクトのパラメーターの値を調整し 
ながら歪みがなくなるところにあわせてみてください。 

関連ページ：『入カレベルの調整のしかた』 ( P .28) , ( P .31)、( P .34) 

『エフェクトのかけ方』 ( P .50) 
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トラプルシューテイング 


録音ができない 

メモリー•力ード（コンパクトフラッシュ）の残容量を確認してください。残り時間 
が少ないと録音できません。録音スタンパイの状態に、録音可能な残時間がディスプ 
レイに表示されます。0:00:00になっていたら残時間がまったくないことを意味しま 
す。確認してください。 

また、 R-1 で扱えるファイルの数は255個です。メモリー • 力ード（コンパクトフ 
ラッシュ）中のファイルが255個に達すると録音ができません。 

このよラな場合、録音スタンパイの状態にはなりますが、録音ボタンまたは再生ボタ 
ンを押して録音を開始しようとすると、プレイ • モードの画面に戻ってしまいます。 

関連ページ：『ファイルの種類と録音可能な時間』 (P.27) 

メモリー•力ード（コンパクトフラッシュ）が正しくセットされていないと録音がで 
きません。ディスプレイに No Card と表示されたらメモリー•力ード（コンパクトフ 
ラッシュ）は認識されていません。電源をいったん切り、メモリー•力ード（コンパ 
クトフラッシュ）をセットしなおしてください。 

関連ページ：『メモリー•力ードの取り扱いについて』 （P.23) 

インプット •ボリュームで設定した入カレベルが小さすぎると正しく録音できません。 
入カレベルを正しく設定してください。 

関連ページ：『入カレベルの調整のしかた』 （P.28)、（P.31)、(P.34) 

マイクを接続して録音する場合、 マイク入力端子へ 正しく接続してください。また、 

マイク • タイプ切り替えスイッチの 設定も確認してください。 

関連べージ：『マイク入力端子』 （P. 1 3) 、 『マイク•タイプ切り替えスイッチ』 （P. 1 3) 
『外部マイクの音を録音する』 (P.30) 

メモリー•力ード（コンパクトフラッシュ）を R-1 本体でフォーマットしないと正し 
く動作しません。コンピューターでフォーマットすると、フォーマットの種類が違う 
ことがあリます。その場合、録音を開始した直後に停止してしまい、 No Song という 
表示になり録音ができない場合があります。 

関連ページ：『コンパクトフラッシュをフォーマットする』 (P.25) 

モノラル • マイクで録音したのにステレオのファイルができてしまう 

R-1 は、通常はステレオで録音を行います。モノラル•マイクを接続して、セットアッ 
プ • モードの Input Select で MONO に設定しても、左右 （L，R) のトラックに同じ音 
を録音してステレオのファイルを作成します。 

録音レペルを設定してもエフェクトをオンにすると音が歪む 

エフェクトには、音の一部分を強調して効果を生み出すものがあるため、曲全体の音 
量が大きくなってしまうことがあります。そのため，音がクリップして歪んでしまい 
ます。次のよラに対処してください。 

• 各エフェクトのパラメーターの LEVEL の値を下げる 

全体の音量が下がりますが、エフ: l クトの掛かり具合は維持することができます。 

• インプット • ポリュームを小さくし、エフェクトを掛ける前の音量を下げる 

簡単に調整することができますが，エフ: L クトでは掛かり具合が変わることがあり 
ます。 
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トラプルシューテイング 


再生に関するトラプル 


音が出ない 

出カポリューム が小さすぎると音が聴こえないことがあります。少しずつ 出カポ 
■J ューム を大きくしてみてください。 

関連ページ：『出カボリューム』 ( P .14) 

へッドホンやスピーカーなどが正しく接続されているか確認してください。 

関連ページ：『ヘッドホン/ライン出力/デジタル出力端子』 （ P .14) 

『 R -1 を使うための準備』 ( P .16) 

メモリー•力ード（コンパクトフラッシュ）に曲が入つているのに R -1 
で再生できない 

ファイル名の付け方が正しいか確認してください。「」（ピリオド）で始まっている 
ファイルは R -1 では扱うことができません。 

R -1 では、ファイルの拡張子が . mp 3 ( MP 3 )、 .wav ( WAV ) のファイルのみ再生する 
ことができます。 

関連ページ： 『 R -1 で扱うことができるファイルの種類』 ( P .26) 

再生できない 

ファイル名の付け方が正しいか確認してください。「」（ピリオド）で始まっている 
ファイルは R -1 では扱うことができません。 

R -1 では、ファイルの拡張子が . mp 3 ( MP 3 )、 .wav ( WAV ) のファイルのみ再生する 
ことができます。 

また、ファイルが壊れていると再生ができません。 

関連ページ： 『 R -1 で扱うことができるファイルの種類』 （ P .26) 

意図しない曲が再生される 

PLAY MODE (再生モード）が Shuffle (シャッフル）になっている可能性がありま 
す。このとき、 R -1 は次に再生する曲をランダムに選んで再生していきます。そのた 
め、意図しない曲が再生されることになります。 

関連ページ： 『PLAYMODE (再生モード)』 ( P .41) 

日本語のファイル名が正しく表示されない 

ファイル名に日本語 （2 バイトの文字）が使われている場合、 R -1 のディスプレイに 
は 「_ MBC 000. mp 3」 、 「_ MBC 001. wav 」 というような _MBC の後に番号がついた名 
前で表示されます。 

正しいファイル名がわかりにくくなるため、日本語 （2 バイトの文字）を含まないファ 
イル名の使用をおすすめします。 

関連ページ：『再生方法』 ( P .36) 
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トラプルシューテイング 


その他のトラプル 


電源が入らない 

AC アダプターが正しく接続されているか確認してください。 

電池を使用する場合は、電池の向きや浮きなど正しくセットされているか確認してく 
ださい。また、電池の残容量がない場合がありますので、新しい電池を用意してくだ 
さい。 

関連ページ： 『AC アダプターの接続と電源の入れ方』 （ P .17) 

『電池のセットと電源の入れ方』 ( P .18) 

AC アダプターや電池の状態に問題がないのに R -1 の電源が入らない場合は、故障し 
ている可能性があります。 

保証書の封筒に記載されている『サービスの窓口』へお問い合わせください。 

コンピューターと接続してもコンピューターに認識されない 

R -1 にメモリー.力ード（コンパクトフラッシュ）がセットされていないとコンピュー 
ターに正しく認識されません。その場合、コンピューターのデスクトップ上に表示さ 
れていないときなどは、メモリー■力ード（コンパクトフラッシュ）のセットの状態 
を確認してください。 

関連ページ：『メモリー•力ードの取り扱いについて』 ( P .23) 

MENU ポタンを押してもセットアップ • モードにならない 

再生中、録音中、録音スタンバイの状態のときは， MENU ボタンを 押してもセット 
アップ.モードには入れません。 

いったん、再生または録音を終了し、その後 MENU ポタンを押してセ、ソトアップ • 
モードに入ってください。 

関連ページ：『システムに関する設定（セットアップ.モード）』 ( P .52) 

バックライトが消えてしまう 

電池で使用している場合 、 LCD Backlight ( LCD パックライト）の設定によっては操 
作をしていないときにバックライトが消えてしまいます。設定の変更は、セットアッ 
プ•モードの02 LCD Backlight ( LCD パックライト）がら行ってください。 

関連ページ：『システムに関する設定（セットアップ.モード）』 ( P .52) 

ス U — プしてしま5 

電池で使用している場合 、 Sleep Timer (スリープ•タイマー）の設定によっては操作 
をしていないときにスリープしてしまいます。設定の変更は、セットアップ■モード 
の11 Sleep Timer (スリープ.タイマー）から行って < ださい。 

関連ページ：『システムに関する設定（セットアップ.モード）』 ( P .52) 

設定した内容が消えてしまつた 

エフェクトやセットアップ.モードで設定した内容がすべてもとに戻ってしまってい 
る場合は、誤って R -1 を工場出荷時の状態に戻してしまった可能性があります。 

関連ページ：『工場出荷時の状態に戻す』 ( P .63) 
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トラプルシューテイング 


USB ケーブルを使ってパソコンに接続したけど認識されない 

セットアップ.モードに入っているとき、 R -1 はコンピューターに認識されません。 
いったん、 R -1 とコンピューターを接続している USB ケープルを外し、セットアップ' 
モードを終了させてから接続しなおしてください。 

関連ページ： 『 R -1 とコンピューターを接続する』 ( P .42) 

設定したエフエクトのパラメーターが初期化されている 

エフェクトのパラメーター設定はエフェクトのタイプを変更しない限り保存されます 
が、エフェクトのタイプを変更すると初期値に戻ってしまいます 。 「Editable EQ 」 よ 
ラなエフェクトで細かい設定を行なった後はその値をメモなどに控えてお< ことをお 
すすめします。 

関連ページ：『エフヱクトのかけ 方』 （ P .50) 

選曲しているときに曲名の表示が遅い 

ファイルが壊れていたり、不正なファイルや対応していない形式の MP 3 ファイル、容 
量が大きいファイルについては、拡張子が. MP 3 や. WAV であっても、 R -1 で演奏が 
可能かどうがを判断するのに時間が掛かることがあります。 

そのため、選曲時に表示が重くなることがあります。 

関連ページ： 『 R -1 で扱うことができるファイルの種類』 ( P .26) 

『通常の再生』 ( P .36) 

へツ ドホンでモニターしているのに八ウリングが起こる 

オープンエア_ • タイプのへッドホンを使用して録音状況をモニターしているときに、 
R -1 に近づくとへッドホンからもれる音を拾ってハウリングを起こすことがあります。 
R -1 の内蔵マイクは繊細な音も集音してしまいますので、あまり近づきすぎないよう 
に気をつけてください。 

関連ページ：『基本的な接続』 （ P .16) 
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■主な仕様 

WAVE / MP 3 RECORDER : R -1 

レコーダー部 

• トラック数 

トラック： 2 (ステレオ） 

• 信号処理 

AD/DA 変換: 24ビット、 44.1 kHz 


• データ • タイプ 

<録音時ン※ステレオのみ 


フォーマット 

MPEG 1 、 Audio Layer 3 ( MP 3) 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

ビット•レート 

64/96/128/160/192/256/320 kbps 


フォーマット 

WAV 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

サンプル • サイズ 

16/24ビット 


<再生時ン※すべてのサンプリング周波数を 44.1 kHz に変換して再生 


フォーマット 

MPEG 1 、 Audio Layer 3 ( MP 3) 

サンプリング周波数 

8/11 .025/16/22.05/24/32/44. 1 /48 kHz 

ビット•レート 

8/16/24/32/40/48/56/64/80/96 / 112/128/144/160/192/224/256 / 
320 kbps 、 または VBR (Variable Bit Rate ) 


フォーマット 

WAV 

サンプリング周波数 

8/11 .025/16/22.05/24/32/44.1 /48 kHz 

サンプル • サイズ 

8/16/24 ビット 


•記憶メディア 

コンパクトフラッシュ （32 MB 〜 2 GB に対応) 

録音時間（単位：分） 



64 MB 

256MB 

512 MB 

2GB 

WAV, 24 bit/44.1 kHz 

3 

15 

31 

125 

WAV,16 bit/44.1 kHz 

5 

23 

47 

188 

MP 3,16 bit/320 kbps 

26 

102 

208 

831 

MP 3,16 bit/256 kbps 

32 

128 

260 

1,039 

MP 3,16 bit/192 kbps 

43 

170 

346 

1,386 

MP 3,16 bit/160 kbps 

52 

205 

416 

1,663 

MP 3,16 bit/128 kbps 

65 

256 

520 

2,079 

MP 3,16 bit/ 96 kbps 

86 

341 

693 

2,772 


※録音時間は目安です。多少のずれが発生する場合があります。 

※コンパクトフラッシュは、 R -1 本体でフォーマットしたものをお使いください。 

※録音されたファイルが複数ある場合、録音時間の合計はこれより小さくなります。 
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主な仕様 


入出力 

• オーディオ入力 

内蔵マイク（ステレオ） 

マイク入力端子（ステレオ•ミニ•タイ 
プ、プラグインパワー対応） 

ライン入力端子（ステレオ • ミニ • タイプ） 

※マイク入力端子、ライン入力端子の同時 
使用不可（ライン入力優先） 

• オーディオ出力 

へッドホン端子 
(ステレオ • ミニ • タイプ） 

デジタル出力端子 
(オプティカル • ミニ • タイプ） 

ライン出力端子（ステレオ • ミニ. タイプ） 

※ヘッドホン、デジタル出力、ライン出力 
は同じ端子を共用 

•規定入カレベル（可変） 

-10 dBu (入カレペルつまみ位置最大） 

• 入カインピーダンス 

マイク入力 ：6.8 kQ 
ライン入力 ：100 kQ 

•最大出カレベル（可変） 

9 dBu (出カボリューム位置最大） 

•推奨負荷インピーダンス 

320 

• 周波数特性 

20 Hz 〜 20 kHz 

• USB インターフェース 

ミニ B タイプ • コネクタ 

※ USB 1.1/2.0 マスストレージ•デバイス- 
クラス対応 


エフェクト部 

•ェフェクト 

01 : Easy EQ 
02: ForSpeech 
03: Voice Perform 
04: Editable EQ 
05: Noise Reducer 
06: Hum Noise Cut 
07: Reverb 
08: Int-Mic Rec 
09: Ext-Mic Rec 
10: Mastering 
11 :Center Cancel 
12: Tuner 
13: Metronome 

その他 

•ディスプレイ 

20 桁 2 行（パック照明付 LCD ) 

•外形寸法 

99.3 ( 幅 ）X 134 (奥行き ）X 30.2 (高さ ） mm 

•質量 

260 g 

※電池、コンパクトフラッシュを含む 

•電源 

AC アダプター、単3形（アルカリ乾電 
池またはニッケル水素電池 ） x 2 

付属品 

取扱説明書 
AC アダプター 

コンパク トフラッシュ (64 M バイト） 

USB ケープル（ミニ B タイプ： 1 m ) 

キヤリング • ケース 

□ーランドユーザー登録カード 

保証書 


※製品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 
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■索引 


数字 

1/2 . 64 

1/2 PLAY . 40 

1/2スピード再生 . 40 

A 

AC アダプター . 8,17, 68 

AC アダプター端子 . 14 

A マーク . 38 

B 

Battery Low . 64 

bps . 26 

B マ ー ク . 38 

C 

Center Cancel . 46, 49 

CND .13 

Completed . 25 

Connected via USB . 64 


D 

Delete File . 52 

DISPLAY ボタン .11, 28, 31, 34 

DYN .13 

E 

Easy EQ . 45, 47 

Editable EQ . 45, 47 

EDIT ボタン .10, 51 

EFFECT ボタン .10, 44, 51 

ENTER ボタン . 41, 51, 55, 57, 59, 61 

EXIT ボタン .12, 51, 55, 57, 59, 61 〜 62 

Ext-Mic Rec . 46, 48 

F 

Firmware . 53 

For Speech .45, 47 

Format Card . 25, 53 

H 

HOLD . 64 

HOLD スイッチ .14, 29, 32, 35, 44 

Hum Noise Cut . 45, 48 


Input Monitor . 53 

Input Select . 53, 65 

Int-Mic Rec . 45, 48 

L 

LCD Backlight . 52, 68 

LCD Contrast . 52 

LCD コントラスト . 52 

LCD パックライト . 18, 52 

Limiter . 52 


M 

Mastering .46, 48 

MENU ボタン11, 41, 52, 55, 57, 59, 61 〜 62 

Metronome . 46， 49 

MP 3 . 26 


N 

NEXT ボタン. 

No Card . 

NO NAME ..... 

No Song . 

Noise Reducer 
Now working 


11, 36, 59 
42, 64, 66 
. 42 〜 43 
36, 64, 66 
…" 45, 47 
. 64 


P 

PAUSE ボタン .12, 29, 32, 35 

PLAY . 64 

PLAY MODE . 41 

Play Mode . 52 

PLAY ボタン .12, 29, 32, 35 〜 36, 40 

PREV ボタン . 11, 36 〜 37, 59 


R 

REC . 64 

Record Mode . 52 

REC ボタン. 12, 28 〜29, 31 〜32, 34 〜 35 

remain . 64 

Rename File . 52 

REPEAT . 64 

REPEAT PLAY . 38 

REPEAT ボタン .11, 38 

Reverb . 45, 48 
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索引 


s 

Sequential . 41 

Shuffle . 41 

Single . 41 

Sleep Timer . 53, 68 

SPEED ボタン .11, 40 

STOP . 64 

STOP ボタン .12, 29, 32, 35, 39, 41 

T 


Track Splitting 
Tuner . 

u 


USB 2.0 .13 

USB ケープル . 8, 42 

US 巳大容量記憶装置デパイス . 43 

USB 端子 . 13 

V 

VALUE ダイヤル 12, 36, 41, 51, 55, 57, 59, 61 
〜62 

VBR . 26 

Voice Perform . 45, 47 

W 

WAV . 26 


.…. 52 
46, 49 


あ 

イジエクト • ボタン . 14, 24 

インプット • セレクト • スイッチ . 53, 65 

インプット.ボリューム 13, 27 〜 35, 65 〜 66 

インプット-モニター • スイッチ . 53 

エフェクト . 44, 50 


か 

乾電池ケース . 15 

繰り返し再生 . 38 

クリップ . 44 

コンデンサー • マイク . 30 


コンパクトフラッシュ 8,14,25,27, 42, 65 〜 67 


さ 

再生モード . 

サンプリング周波数. 
サンプル • サイズ ..... 

出カボリューム . 

ステレオ . 

スリ -ブ . 

スリープ • タイマー. 

接続 . 

セットアップ•モード 
挿入 . 


. 41, 52 

. 26, 42 

. 26, 42 

14, 21 〜 22, 36 

. 26, 65 

. 68 

. 53 

. 16 

. 28, 52, 68 

. 24 


た 

ダイナミック • マイク . 30 

ディスプレイ . 10 

デジタル出力端子 . 14, 21 

電源スイッチ . 14,17 

電池 . 18〜19, 64 

トラックの分割 . 52 

取り出し . 24 

な 

内蔵マイク . 10, 27 

入カレペル . 31, 34 

は 

ハードゥエァデパィス . 43 

ハードウエアデバイスの停止 . 43 

ハードウエアの安全な取り外し . 43 

ハウリング . 31 

パックライト . 68 

パッテリー • カパー . 18 

ビット•レート . 26, 42 

ファイルの削除 . 52 

ファイル名の変更 . 52 
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索引 


フォーマット . 25 

プラグイン • パワード . 30 

プログラム • パージョン . 53 

へッ ドホン . 20 

へッドホン端子 . 14 


ま 

マイク . 65 

マイク.タイプ切り替えスイッチ . 13, 30, 66 

マイク入力端子 . 13, 30〜31, 65〜66 

メモリー • 力ードの初期化 . 53 

メモリー-力ード . 14 

メモリー • 力ード-ス□ット . 14, 25 

メモリー•力ード • スロット -カバー . 15, 24 

モノラル . 65 


ら 

ライン出力 . 

ライン出力端子 . 

ライン入力端子 . 

リピート再生 . 

リミッター . 

リミッタ_ • スイッチ 
リムーパプルディスク 

録音スタンパイ . 

録音モード . 


. 14 

. 22 

13, 33〜34, 65 

. 38 

. 28, 31, 34 

. 52 

. 42 

. 12, 28, 64 

. 52 
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-お問い合わせの窓口- 

■ 口ーランド製品全般に関するお問い合わせ先 

(デジタル.ピアノ、シンセサイザー、デジタル* レコー ダー、 BOSS エフェクターなど） 

口ーランドお客様相談センター TEL : 050-31 01 -2555 

■コンピューター • ミュージック関連製品に関するお問い合わせ先 

(オーデイオ &MIDI インターフェース、 DTM 音源モジュール、 DTM ソフトウェアなど） 

口ーランド dtm ホッ トライン TEL : 050-3101-2570 

電話受付時間：午前 10 時〜午後 5 時（日曜および弊社規定の休日を除く） 

修理に関するお問い合わせは • • •商品をお求めの販売店か、保証書封筒裏面にある「修理の窓口」 

(サービスの窓口）に記載のサービスステーシヨンへご相談ください。 

※旧電話からおかけになって繫がらない場合には、お手数ですが、電話番号の前に “0000” （ゼロ4回）をつけて 
NTT の一般回線からおかけいただくか、携帯電話をご利用ください。 

※上記窓口の名称、電話番号等は、予告なく変更することがありますのでご了承ください。 


'05. 4. 5現在 



http://www.roland.co.jp/ 


製品情報やイペント/キャンペーン情報、よくある質問への回答、各種ソフトウェアのダウン□一 
ド • サービスなどをお届けしています。インターネツトが利用できる方はぜひアクセスしてみてく 
ださい。 


03677223 


，〇 5-9-5 N 







